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はじめに

岡山県肝疾患診療連携拠点病院としての 
岡山大学病院の役割

肝疾患診療連携拠点病院責任者

岡田　裕之

岡山県に肝疾患専門医療機関は一次専門医療機関として121施設（H28.10. 3 現在）、二次専

門医療機関10施設登録されています。日本肝臓学会専門医、または、肝疾患を診療できる医師

により、一次専門医療機関では主に外来での診療・治療を行っており、入院も必要とされる肝

疾患治療は二次専門医療機関が担当しています。

岡山大学病院は、岡山県肝疾患診療連携拠点病院として、「肝炎医療が地域によって偏りの

ないよう等しく向上させるために肝炎診療体制の整備拡充を推進する」とした厚生労働省の方

針に沿って、肝疾患に携わる医療従事者を対象とした研修会を定期的に開催しています。また、

他の肝疾患専門医療機関と肝疾患に関わる様々な課題について協議会で討議し、連携して診療

する体制を整えています。

岡山大学病院には岡山県肝炎相談センターが設置されており、肝疾患患者やその家族の方々

に肝疾患に係る医療情報や岡山県内の肝疾患専門医療機関に関する情報の提供など医療相談を

専任の看護師およびメディカルソーシャルワーカー、医師が対応しています。必要に応じて、

院内の薬剤師や栄養士、臨床研究コーディネーターなどにも対応を求めることもあります。ま

た、センター来室者だけでなく電話でも肝炎に関する相談を受けています。

院内では肝臓病教室や患者家族の支援講座も定期的に開催しておりますし、平成26年度から

は肝疾患患者の就労を総合的に支援できるよう職域へ出張して肝臓病の最新情報を提供する

（出張肝臓病教室）肝炎啓発活動を行っています。

これらの活動を通じて岡山県における肝疾患診療の質の向上や地域における診療レベルの格

差をなくすことが岡山県肝疾患診療連携拠点病院としての岡山大学病院の役割と考えており、

今後も努めてまいります。引き続き御協力よろしくお願いします。
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はじめに

一生に一度は肝炎ウイルス検査を 
受けて下さい

岡山県肝炎相談センター長

高木章乃夫

日本人の死因の第一位はがんです。がん予防の為に重要なのは、「禁煙」「節酒」「食生活」「身

体活動」「適正体重の維持」「感染」の 6つの要因であり（国立がん研究センター資料）、「感染」

は女性で一番、男性でも二番目に重要であると報告されています。肝がんにおける肝炎ウイル

ス感染もその一つで、肝がん発生リスクはＢ型肝炎ウイルス感染で約46倍、Ｃ型肝炎ウイルス

感染で約100倍高くなると報告されています。感染により必ずがんになるわけではありません

が、慢性肝炎から肝硬変へ進行すると肝がんを発症する危険性が非常に高くなります。日本人

の肝がんによる死亡者数は2014年の統計で約 3万人と非常に多く、Ｂ型肝炎ウイルスやＣ型肝

炎ウイルスがその原因の 8割以上を占めています。

肝炎ウイルス感染者を同定し、肝硬変に進めない対策を行うことが、肝がん予防につながり

ます。黄疸や腹水などの自覚症状は末期肝硬変にならないと出現しない為、肝炎ウイルス感染

を早期に発見する為には肝炎ウイルス検査（血液検査）を行うしかありません。肝炎ウイルス

検査は地域の保健所や肝炎専門医療機関で行うことが出来ます。現在では、衛生環境の改善に

より新たに感染することは稀になっていますから、肝炎ウイルス検査は一生に一度受ければ十

分とされています。感染が判明した場合、たとえ状態が落ち着いていても、定期的なフォロー

や抗ウイルス治療が必要な場合がほとんどです。肝臓専門医療機関以外ではそのような認識が

なされない場合もありますので、必ず肝臓の専門医療機関を受診して対応を相談していただく

必要があります。特にＣ型肝炎に関しては毎年のように、新しい薬剤が登場しており、治療方

法も日進月歩です。

こうした情報提供は、岡山県で主催する医療従事者研修会や地域肝炎対策サポーター研修会

でも行っています。

肝炎啓発活動は、一人でも多くの人に、繰り返し伝えること、その人の理解度や状況に合わ

せた説明を行うこと、が大切です。肝炎に関する知識をもった医療職が増え、情報が広く伝わ

ることで、肝硬変・肝がんへと進行する患者さんを減らすことができる可能性があります。ま

た、正しい情報は、差別や偏見を減らすためにも不可欠です。

岡山県肝炎相談センターは、患者／家族の相談や支援だけではなく、岡山県の医療者に向け

ても情報提供をする役割を担っています。ぜひ、センターを積極的にご利用ください。
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はじめに

岡山大学病院の肝疾患サポートチーム

岡山大学病院消化器内科助教

池田　房雄

平成22年に肝炎対策基本法が制定され、平成23年には肝炎対策の推進に関する基本的な指針

が定められました。この指針が今年 5 年ぶりに改訂され、主たる内容として、「職域での検診

等の利便性に配慮した検査体制を整備すること」、「国は地方公共団体・医療関係者等との連携

を強化し肝炎ウイルス検査の受検促進、検査結果が陽性である者への適切な肝炎医療の受診の

推進」などが追加されました。こうした国の施策に基づき、患者や家族のニーズを十分に反映

させたきめ細やかな全人的医療を提供するためには、様々な職種が専門性を活かし、協働する

ことで、仕事や日常生活、家族の悩みなど幅広い相談にも対応することが可能となり、解決の

糸口を見つけられることも増えます。

当院では2013年の肝臓病教室の開催をきっかけに肝疾患サポートチームを立ち上げました。

月２回の肝疾患サポートチーム定例会で全国拠点病院会議や肝炎情報センターの情報や厚生労

働省ウイルス肝炎研究班の協議内容の報告などを参考にして、年間計画を立てています。現在、

職域や地域などと連携した肝炎ウイルス陽性者の掘り起こしが重点課題であり、肝炎ウイルス

検査イベントは、岡山大学病院の職員だけではなく岡山県内の様々な地域の保健所や医療機関、

香川県とも積極的に連携し、取り組んでいます。さらに、患者や家族のニーズに合わせて、肝

炎だけでなく、糖尿病やピロリ菌、歯科衛生など肝臓病と様々に繋がりのある領域のスタッフ

とも連携し、活動の幅を広げているところです。一つの活動が他の活動に広がる場合も多く、

枚挙に暇がありません。また、これらのチーム活動の意義について検証し、新たなエビデンス

として発信していきたいと考えています。
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肝疾患サポートチーム定例会

肝疾患サポートチーム定例会について

　肝疾患サポートチームは、2013年10月に【厚生労働省の方針を理解し、拠点病院としての責務を果

たすための専門職チーム】を結成しました。

　その際に、

①�　厚生労働省、岡山県の方針をチーム全員が共通理解をした上で、岡山県肝疾患診療連携診療拠点

病院の機能を担うとともに、岡山大学病院特有の肝疾患サポートの方策を模索し構築すること

②�　多職種が連携し、各スペシャリストとしての能力が肝疾患患者に発揮されるような組織・体制

③�　実施した活動は必ず振り返り、評価を行い、公表すること

の 3つを基本理念とし

【 1】�肝疾患患者が適正な治療をうけ、QOLを維持しながら安心して生活ができるように身体的・

心理的・社会的サポートを行う

【 2】�まだ感染に気づいていない人が、肝炎ウイルス検査を受検し、肝炎専門医療機関の受診を促せ

るように働きかける

【 3】�一般市民に対して、肝臓病に対する理解を深めてもらうこと

をチーム活動の目標と決めました。

　こうした方針をもとに、月に 2 回定例会を開催し、厚生労働省の班会議、岡山県肝炎対策協議会/

岡山県肝疾患診療連携拠点病院連絡協議会等、肝炎情報センター主催の研修会、学術集会、その他の

勉強会に参加した職員からの情報提供、肝臓病教室/家族支援講座／出張肝臓病教室の企画、肝炎啓

発活動イベントの企画、各部署での肝臓病患者への支援活動の報告、院内の業務連絡、肝疾患に関連

した英語論文の紹介などをしています。2016年からは、各部署による事例検討会も開始しました。

　この定例会で、チーム全体で科学的根拠に基づいた活動を意識し、議論から様々な活動が展開され

るように仕組みを作っています。また、チームの活動は年度末に活動ごとの目標を決め、年間計画を

立て、目標の達成状況を確認しながらPDCAサイクルで改善されるとともに、各々の活動の反省が他

の活動にも活かせるようになっています。

　議事録は、メーリングリストで回覧し欠席者にも情報共有を図っています。
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肝疾患サポートチーム定例会

日付
参加
人数

議事録要旨

10/18 19 第1回　肝疾患サポートチーム　定例会
・肝臓病教室の開催を計画
　　開催時期：年4回
　　開催場所：西病棟6階カンファレンスルーム
　　対象者：入院・外来患者
・テーマ、開催形態、広報の方法については、今後の検討課題
・他施設で開催している肝臓病教室を見学する予定を立てる

11/21 15 第２回　肝疾患サポートチーム　定例会
・肝臓病教室の内容検討のため事前調査の実施を計画
　　入院・外来患者を対象：患者が必要とする情報を把握するための事前調査実施決定
・岡山済生会総合病院の肝臓病教室への見学を計画

11/27 岡山済生会病院肝臓病教室の見学報告
　　広報の方法としては院内にチラシの掲示、新聞・瓦版へ掲載していた
　　担当者、テーマは毎年同じだった
　　院外からの参加者が多かった

1/23 20 第３回　肝疾患サポートチーム　定例会
・患者参加型の肝臓病教室とするためクリッカーの使用を決定
・2014/1/27より事前調査開始
　　調査方法についてスタッフへ連絡

2/27 14 第４回　肝疾患サポートチーム　定例会
・事前調査の集計報告
・肝臓病教室の内容を具体的に検討
　　開催時期：5.8.11.2月
　　テーマ：患者さんの興味のあるトピックス
　　講演内容：各担当が考案
　　質問時間を設ける
　　最後に参加者にアンケートを実施
　　広報方法：ポスター・チラシの掲示、肝炎相談センターのホームページ掲載

3/11 11 第５回　肝疾患サポートチーム　定例会
・肝臓病教室の目標を設定
　　自分の病気を理解する
　　自分の経過を想像して、生活と療養に結び付けることができる
・参加者に対して、参加証の交付を検討
・2014年度の肝臓病教室の開催日・担当者・テーマを決定

3/27 14 第６回　肝疾患サポートチーム　定例会
・第1回肝臓病教室の詳細な内容について検討
　クリッカーで行うクイズ内容の決定、希望者には無料肝炎検査も実施予定

4/17 11 第７回　肝疾患サポートチーム　定例会
・無料肝炎検査実施要件について報告
　　岡山県内・県外、岡山市、倉敷市でそれぞれ違う対応が必要となる
・第1回肝臓病教室について最終打ち合わせ
・5/16山口大学の肝臓病教室見学を計画

5/16 5 山口大学肝臓病教室の見学報告
・見学報告から当院での開催方法を検討
　　広報の方法は同様だが、ホームページの充実を図る
　　肝臓病教室終了時のアンケートで今後の年間スケジュールを検討
　　他職種との連携を図る
　　参加者のモチベーションが上がる教室を目指す

5/27 第1回肝臓病教室反省会
・会場、受付、広報、講演の改善案
　　会場を広くする
　　受付での参加カードの回収方法検討
　　クリッカーの質問時間、質問数を少なくする
　　講演時間が長すぎたため短縮する
　　ポスターの表記場所、表記の大きさに改善の余地がある

【2013年度】

【2014年度】

議事録要旨
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肝疾患サポートチーム定例会

6/19 第８回　肝疾患サポートチーム　定例会
・第1回肝臓病教室開催後の反省と今後の予定検討
集客方法の検討：参加カード導入、4回聴講者に缶バッチのプレゼント

・他職種協働で肝炎レターの刊行を計画
名称：MOMO肝通信

　　目的：肝炎拠点病院としての取り組み紹介
　　肝臓病教室参加の啓蒙活動
　　肝炎相談センターの周知

・打ち合わせの定例化決定
定例会：月1回、勉強会：月1回

7/10 第９回　肝疾患サポートチーム　定例会
・MOMO肝通信Vol.1決定事項報告
内容は、肝臓病教室の広報だけではなく、多職種の活動もアピールできるようにする

　　配布：7月～8月
　　配布先：院内、肝炎一次医療機関
・第2回肝臓病教室について詳細内容決定

8/19 第２回肝臓病教室反省会
・受付の流れを確認
・改善点について協議
開始1時間前から準備に取り掛かる
クリッカー操作説明時間を取り入れる

・栄養管理指導料の算定について検討

9/4 第１０回　肝疾患サポートチーム　定例会
・出張肝臓病教室の開催決定
調査用紙、クリッカー使用

・MOMO肝通信Vol.2決定事項報告
・肝臓病教室における栄養管理指導料算定はしない方針に決定
・肝炎サポーター研修会でのアンケート結果報告
段階的、継続的な講演及び勉強会のニーズがある

　　肝臓病の啓発活動で業績を上げているメディカルスタッフの講演を検討
・出張肝臓病教室の予定（10月）決定事項報告

10/2 第11回　肝疾患サポートチーム　定例会
・ダクラタスビル/アスナプレビルの導入に向けて協議
　 BDIスコア、体調評価スコアを活用� �
　　ブリスターケースの確認
　　多職種によるチーム支援で役割分担していく
フローチャート、クリニカルパスの作成
院外薬局にブリスターケース活用の依頼
治験患者さんの実際の様子を聞く

・サポーター研修3ヶ月評価の調査用紙内容確認
・出張肝臓病教室調査用紙の内容確認

10/10 第12回　肝疾患サポートチーム　定例会（臨時）
・出張肝臓病教室の方針協議
講演者の負担軽減、基本的な方針は変わらないように原則スライドの内容を変えない
・出張肝臓病教室の予定（10・11月）決定事項報告
・肝臓病教室で年間4回をすべて参加した方には缶バッチをプレゼントすることを決定

11/6 第13回　肝疾患サポートチーム　定例会
・受診勧奨で送付する用紙の表記改善案を提示
・小児科における肝炎受診勧奨の手続きについて協議
小児科からの要望報告

・第3回肝臓病教室決定事項報告
・出張肝臓病教室の予定（11月）決定事項報告
・今後出張肝臓病教室での交渉する場所を協議
・出張肝臓病教室申込書完成

11/18 第3回肝臓病教室反省会
・肝臓病教室の振り返り
講演時間の検討が必要

　　開始前に院内アナウンスを検討
クリッカーでの質問項目検討

・MOMO肝通信Vol.3決定事項報告
・肝疾患サポートチーム　定例会のあり方について検討
報告内容に研修参加者の報告を追加
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12/11 第14回　肝疾患サポートチーム　定例会
・第4回肝臓病教室決定事項報告
・次年度肝臓病教室の計画/方針について協議
・次年度の予定報告
世界肝炎DAYTに向けてのイベント開催計画
◆院内肝炎キャンペーンを企画
◆院外にて出張採血キャンペーン/肝臓病相談会を企画

・チームとしての年度計画表や全体目標を設定することが大切

12/22 第15回　肝疾患サポートチーム　定例会
・院内褥瘡キャンペーンでの様子を参考に院内肝炎キャンペーンの内容協議
課題：
◆目的、対象の明確化
◆来場者が偏見を持たれないようにする工夫が必要
◆人員配置の難しさ

　　目的：
◆一般市民に対する肝臓病の理解の啓発活動
◆医療者に対する肝臓病の理解の啓発活動

　　提示物：
◆院内で実施された研究の開示
◆肝炎サポートチームの活動報告
◆肝炎治療薬の変遷
◆肝臓病に関する取り組み紹介

1/8 第16回　肝疾患サポートチーム　定例会
・ダクラタスビル/アスナプレビル導入患者の進捗状況報告
　当日導入者が増えたため業務が煩雑�
　　説明漏れなどないように注意必要
・世界肝炎デーについて協議
院内キャンペーンは1週間パネル展示
・院外キャンペーンに向けて準備開始
・2015年度肝臓病教室の計画/方針報告

テーマは肝臓の話とトピックスにする
・出張肝臓病教室のリーフレット作成報告
・肝疾患サポートチーム勉強会予定報告
・出張肝臓病教室予定報告（1月）
・第4回肝臓病教室決定事項報告
・2015年　年間活動計画目標の案を提示

◆アクションのない肝炎受診勧奨者に対してどうするかの検討
◆肝臓病教室を年4回開催
◆出張肝臓病教室を年間8回開催
◆世界肝炎デーの院内展示会の開催
◆無料肝炎採血キャンペーンの開催�

2/5 第17回　肝疾患サポートチーム　定例会
・全国肝疾患診療連携拠点病院会議報告
・肝炎受診勧奨用紙の改訂報告
小児科は特別対応
カルテ内受診勧奨マークについて手順の見直し

・出張肝臓病教室リーフレットの修正検討
・出張肝臓病教室の現状と今後の展望について情報提供
職域での肝炎ウイルス検査促進を県と連携して活動検討

　　産業保健師との連携も検討
　　出張肝臓病教室の開催について全国健康保険協会（以下協会けんぽ）、国民健康保険団体連（以下国保連）
　　合会と連携していくことを県とともに協議中
・2015年度　年間計画目標の決定

◆アクションのない肝炎受診勧奨者に対してアプローチを展開する
◆肝臓病教室を年4回開催
◆出張肝臓病教室を年間8回開催
◆世界肝炎デーの院内展示会の開催
◆無料肝炎採血キャンペーンの開催

・第4回肝臓病教室の準備確認
・英語論文紹介

2/17 第4回肝臓病教室反省会
・事前準備の確認、会場への誘導、受付手順について検討
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3/5 16 第18回　肝疾患サポートチーム　定例会
・肝炎受診勧奨用紙改定後の経過報告
　　受診勧奨フローを電子カルテの掲示板に掲載
　　小児科/小児外科のシステム構築
・肝炎受診勧奨について協議
　　課題
　　　◆未通知者への対応
　　　◆未対応者への再通知方法
　　　◆「精査しない」と回答した人へのアプローチ方法検討
　　　◆精査治療に結びついている人数の把握
・出張肝臓病教室の必要性について再確認
　　出張肝臓病教室後に無料採血実施方法の構築提案
・出張肝臓病教室リーフレットの追加/修正検討
・世界肝炎デーキャンペーンの企画内容について検討
・MOMO肝通信Vol.4決定事項報告
・論文紹介

4/2 13 第19回　肝疾患サポートチーム　定例会
・肝炎受診勧奨経過報告
　　受診勧奨フロー、対応確認票を電子カルテに反映
・世界肝炎デー企画
　　多職種によるポスター展示
・出張肝臓病教室の課題検討
　　若い世代への啓蒙、受診の動機づけ
　　出張肝臓病教室聴講者に肝炎検査実施ができるようにする
・『出張肝臓病教室のご案内』改訂版作成検討
・出張肝臓病教室リーフレットの内容検討
・第5回院内肝臓病教室の講演依頼確認
・院内肝臓病教室の年間予定確認（8・11・2月）
・MOMO肝通信Vol.4決定事項報告
・出張肝臓病教室予定確認（4・5・6・7月）

5/14 15 第20回　肝疾患サポートチーム　定例会
・出張肝臓病教室リーフレット6月より使用予定
・ダクラタスビル/アスナプレビルを受けている患者の現状報告と問題点報告
　　認知症、精神疾患などで治療継続困難なケースあり
・肝炎受診勧奨での問題点検討
　　勧奨マーク、対応確認票の取り扱い手順について
・世界肝炎デーキャンペーンについて協議
　　ポスター展示の担当決定
　　広報手段の検討
・ダクラタスビル/アスナプレビル内服患者からの電話相談内容について対応方法検討
・第5回院内肝臓病教室準備の確認
・院内肝臓病教室の年間予定確認（8・11・2月）
・出張肝臓病教室予定確認（5・6・7・11月）

6/4 17 第21回　肝疾患サポートチーム　定例会
・受診勧奨システムについて検討
　　次年度開始予定のB型肝炎ワクチン定期接種に伴うシステム変更の検討
　　小児における検査項目の検討
・出張肝臓病教室リーフレット作成経過報告
・出張肝臓病教室パンフレット改訂内容報告
・肝臓学会の報告
・厚生労働省班会議参加予定報告
　　報告内容：「岡山大学病院での多職種が連携した就労支援の取り組み」
・無料肝炎採血キャンペーン開催決定
　　場所：イオンモール岡山「未来スクエア」
　　採血目標人数：100人
　　イベント内容：無料肝炎採血、ポスター展、健康相談コーナー、アンケート、ゲーム
　　広報：会場周囲でのチラシの配布、呼び込み
　　地域肝炎サポーターとの交流検討：ボランティアとして参加を依頼
　　開催までのスケジュール報告
・MOMO肝通信Vol.5決定事項報告
・世界肝炎デーキャンペーン進捗状況報告
・出張肝臓病教室予定確認（6・7・11月）

【2015年度】
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6/18 第22回　肝疾患サポートチーム　定例会
・無料肝炎採血キャンペーンについて協議
　　決定事項報告
　　　◆日程
　　　◆採血コーナー
　　　　　　採血者：岡山県健康づくり財団に依頼
　　　　　　人数：max150名
　　　◆準備担当者決定
　　各コーナーでの企画内容検討
　　集客方法検討
　　広報検討
　　必要物品・経費検討

7/2 17 第23回　肝疾患サポートチーム　定例会
・2014年度の受診勧奨対応件数報告
　　課題：対応確認票の未回収肝炎陽性者への今後のアプローチ
・公費助成制度の報告
　　Ｃ型肝炎（ジェノタイプ2型）を対象としたソフォスブビル＋リバビリン投与の申請開始
・出張肝臓病教室の報告事項
　　リーフレット/パンフレット完成
・厚生労働省班会議参加報告
・無料肝炎採血キャンペーンについて協議
　　キャンペーン共済団体検討
　　ポスター、のぼり、ボールペン、Tシャツ等のデザイン考案
　　地域肝炎サポーター研修参加者にボランティア協力依頼
　　7/15拠点病院会議で一次医療機関の医師に協力依頼
　　広報：岡山大学記者クラブを活用
・院内世界肝炎デーキャンペーンパネル展示作成期限確認
・文献紹介
・出張肝臓病教室予定報告（7・9・10・11月）

8/6 13 第24回　肝疾患サポートチーム　定例会
・肝炎協議会の報告
　　岡山県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会の会長に岡田教授が選出
　　第16回医療従事者研修会についての報告
　　地域肝炎対策サポーター研修会についての報告
　　岡山県健康づくり財団が一次医療機関として推薦、認定
・院内世界肝炎デーキャンペーン終了報告
　　アンケート結果報告
・第6回院内肝臓病教室準備の確認
・無料肝炎採血キャンペーンについて協議
　　参加ボランティア内訳報告
　　　◆地域肝炎サポーター研修参加者：2名
　　　◆治験参加患者：22名
　　　◆一次医療機関から医師1名、看護師1名、事務1名
　　イベント役割分担確認
　　　◆広報活動として岡山駅前にて当日ティッシュ・うちわ配布
　　　◆前日会場設営準備
　　　◆当日の役割分担
　　無料肝炎採血キャンペーン用展示パネル担当・枚数確認
　　ティッシュ・うちわ配布方法検討
・文献紹介
・出張肝臓病教室予定報告（9・10月）

9/3 10 第25回　肝疾患サポートチーム　定例会
・平成27年度第1回肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会の報告
　　事業仕分けを検討中
　　今後、明確な成果が求められるようになる
・第6回院内肝臓病教室開催報告
・肝炎受診勧奨システムの報告
　　肝炎患者一覧でのデータ抽出作業改善予定
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・無料肝炎採血キャンペーン終了報告
　　肝炎ウイルス検査実施数：347名（HBｓ抗原陽性：6名、HCV抗体陽性：1名）
　　スタッフ参加人数：70名
　　展示参加部署：14部署
　　改善点協議
　　　　◆ボランティアへの説明・準備不足
　　　　◆外部対応者とは分けて、全体の調整役が必要
　　　　◆アンケート調査のICは集団で行い効率化を図る
　　　　◆採血キット、記載書類の準備数を増やす
　　　　◆広報ももう少し早めにしたら良かった
・MOMO肝通信Vol.6決定事項報告
・研修等予定のお知らせ
　　9/27　第16回医療従事者研修会
　　10/19　地域肝炎対策サポーター研修会
　　10/22　肝炎ウイルスに関する相談員養成研修会
・文献紹介
・出張肝臓病教室予定報告（9・10・11月）

10/1 11 第26回　肝疾患サポートチーム　定例会
・肝炎受診勧奨システムの報告
　　肝炎患者一覧でのデータ抽出作業改善10月より運用開始
・無料肝炎採血キャンペーン11/24開催決定報告
　　場所：イオンモール岡山「未来ホール」
　　対象：イオンモール岡山周辺の企業労働者、肝炎ウイルス陽性者の家族
　　イベント内容
　　　　◆糖尿病チームによる簡易血糖測定
　　　　◆無料肝炎ウイルス検査
　　　　◆健康相談
　　　　◆多職種による講演
・新規活動計画の報告
　　健康づくり財団での肝炎ウイルス検査受検推進活動
　　　　◆対象：協会けんぽに加入している人及びその扶養家族
　　　　◆疫学研究実施予定：対象1000人
　　　　◆検査未実施の理由、陽性者の受診行動の追跡も今後は把握していく予定
・研修等予定のお知らせ
　　10/19　地域肝炎対策サポーター研修会
　　10/22　肝炎ウイルスに関する相談員養成研修会
・おかやま肝疾患ネットワークの一次専門医療機関の情報更新検討
　　グーグルマップの活用
　　ホームページにアップ予定
・第7回院内肝臓病教室決定事項報告
・文献紹介
・出張肝臓病教室予定報告（10・11・12月）

11/5 11 第27回　肝疾患サポートチーム　定例会
・日本肝臓学会の報告
・医療従事者研修会の報告
・サポーター研修会の報告
・肝疾患相談員研修の報告
・肝炎受診勧奨システムについての報告
    2014年度の陽性者で精査をしていない人へ手紙を郵送し再通知した
・肝疾患サポートチームのツイッター作成の報告
・『8/21無料肝炎検査キャンペーン２０１５』のDVD作成の報告
　　YOU TUBE、肝炎相談センターのホームページから閲覧可能
・『岡山大学まちなかキャンパスatイオンモール岡山　岡山大学病院健康フェスタ』について協議
　　日程：11/24
　　内容：医師等による講演、無料肝炎ウイルス検査
　　広報：院内にDVD設置、haremachiTV池田/難波出演、外来患者・イオン従業員にチラシ配布
・第7回院内肝臓病教室決定事項報告
・MOMO肝通信Vol.7決定事項報告
・おかやま肝疾患ネットワークの一次専門医療機関の情報更新について報告
　　12月よりgoogle mapに記載
・出張肝臓病教室での調査結果協議
　　肝炎ウイルス検査の健康診断時実施希望について各事業所に通知する
・研修等予定のお知らせ
　　11/11　岡山県肝炎対策協議会及び岡山県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会
　　11/14　アルコール関連問題啓発フォーラム
　　11/20　ヴィキラックス配合錠販売記念講演会
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・文献紹介
・出張肝臓病教室予定報告（11・12・1・2月）

12/1 12 第28回　肝疾患サポートチーム　定例会
・11月各研修参加報告
・『岡山大学まちなかキャンパスatイオンモール岡山　岡山大学病院健康フェスタ』反省点協議
　　　採血をする人を外部に頼む場合に事前打ち合わせにもう少し時間を割く
　　　会場の場所がわかりにくかった
　　　受付用紙の案内方法が統一化されていなかった
・第8回院内肝臓病教室決定事項報告
・年間活動計画の振り返りと次年度予定協議
　　次年度年間目標
　　　　◆アクションのない肝炎受診勧奨者に対してアプローチを展開する
　　　　◆肝臓病教室を年4回開催する
　　　　◆出張肝臓病教室後に無料肝炎ウイルス検査の実施で目標300名
　　　　◆無料肝炎ウイルス検査イベント：ファジアーノ、イオン、県北での実施で目標1000名
・研修等予定のお知らせ
　　12/4～5　肝炎免疫センター看護師向け研修
　　2/28　地域肝炎サポーター研修会
　　3/6　第17回肝炎医療従事者研修会
・MOMO肝通信Vol.7決定事項報告
・おかやま肝疾患ネットワークの一次専門医療機関の情報更新について報告
　　12月よりgoogle mapに記載予定
・文献紹介
・出張肝臓病教室予定報告（12・1・2月）

1/7 10 第29回　肝疾患サポートチーム　定例会
・各研修参加報告
・出張肝臓病教室実施状況報告
・MOMO肝通信についての報告
　　印刷を業者に委託することとなった
・年間計画と役割分担について協議
　　2015年度年間活動計画の振り返り
　　　　◆アクションのない肝炎受診勧奨者に対してアプローチを展開する⇒1月に実施予定
　　　　◆肝臓病教室を年4回開催⇒あと1回（2月に開催予定）
　　　　◆出張肝臓病教室を年間8回開催⇒達成（1月時点で10回開催）
　　　　◆世界肝炎デーの院内展示会の開催⇒達成（8月に実施）
　　　　◆無料肝炎採血キャンペーンの開催⇒達成（2回開催）
　　2016年度年間活動計画案
　　　　◆院内の肝臓病教室で家族支援も講義を行う
　　　　◆院内の肝炎受診勧奨システムで対応確認票の提出率を昨年度より10％向上させる
　　　　◆出張肝臓病教室開催後に肝炎検査を300名実施する
　　　　◆無料肝炎採血キャンペーンを3回開催し、1000名実施する
　　　　◆協会けんぽの被扶養者検診で肝炎検査を実施する
　　　　◆他県との連携を図り、肝炎サポーターを育成し肝炎ウイルス検査に携わってもらう
　　　　◆肝炎の啓発活動手段の検討
　　それぞれの活動の役割分担を明確にする
・肝炎受診勧奨について報告
　　2014年4月～9月の陽性者で対応確認票の提出がない人に再度書類郵送
　　受診勧奨を行えていない人に対しては各担当部署の医局長に説明し、リストで通知する
・第8回院内肝臓病教室決定事項報告
　　今回より家族支援の講義を導入
　　広報の拡充
・出張肝臓病教室予定報告（1・2月）
・文献紹介
・研修等予定のお知らせ
　　2/20　第2回地域肝炎サポーター研修会
　　3/6　第17回肝炎医療従事者研修会

2/2 12 第30回　肝疾患サポートチーム　定例会
・各研修会等参加報告
・出張肝臓病教室実施状況報告
・地域連携の報告
　　瀬戸内市保健福祉部の肝炎ウイルス検査陽性者対策会議にて漁協組合の協力を得られた
・B型肝炎訴訟説明会の案内について報告
・第8回院内肝臓病教室、第1回家族支援講座決定事項報告
・MOMO肝通信Vol.8決定事項報告
・文献紹介
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・研修等予定のお知らせ
　　2/20　第2回地域肝炎サポーター研修会
　　3/6　第17回肝炎医療従事者研修会
　　3/7　地域肝炎治療コーディネーター研修
　　3/4～5　平成27年度肝疾患相談センター員向け研修会
・出張肝臓病教室予定報告（2・4月）

3/1 6 第31回　肝疾患サポートチーム　定例会
・各研修会等参加報告
・出張肝臓病教室実施状況報告
・肝炎受診勧奨についての報告
　　対応確認票未提出者に対する書類再送状況報告
　　各部署の協力状況の報告
　　今後の調査方法について協議
・雑誌掲載報告
　　院内肝臓病教室/出張肝臓病教室について掲載
・平成28年度の肝臓病教室予定について報告
・年間計画について協議　
　　2015年度年間活動計画の振り返り
　　　　◆アクションのない肝炎受診勧奨者に対してアプローチを展開する⇒達成
　　　　◆肝臓病教室を年4回開催⇒達成
　　　　◆出張肝臓病教室を年間8回開催⇒達成（1月時点で10回開催）
　　　　◆世界肝炎デーの院内展示会の開催⇒達成（8月に実施）
　　　　◆無料肝炎採血キャンペーンの開催⇒達成（2回開催）
　　2016年度年間活動計画案
　　　　◆院内の肝臓病教室で家族支援も講義を行う
　　　　◆院内の肝炎受診勧奨システムで対応確認票の提出率を昨年度より10％向上させる
　　　　◆出張肝臓病教室開催後に肝炎検査を300名実施する
　　　　◆無料肝炎採血キャンペーンを3回開催し、1000名実施する
　　　　◆協会けんぽの被扶養者検診で肝炎検査を実施する
　　　　◆他県との連携を図り、肝炎サポーターを育成し肝炎ウイルス検査に携わってもらう
　　　　◆肝炎の啓発活動手段の検討
・肝炎一次専門医療機関のリスト作成状況報告
・MOMO肝通信Vol.8決定事項報告
・次年度より出張肝臓病教室での採血を岡山大学病院看護師で行うための協議
　　看護部との交渉
・患者サロンについて検討
・文献紹介
・研修等予定のお知らせ
　　3/4～5　平成27年度肝疾患相談センター員向け研修会
　　3/6　第17回肝炎医療従事者研修会
　　3/7　地域肝炎治療コーディネーター研修
・出張肝臓病教室予定報告（4月）

3/24 15 第32回　肝疾患サポートチーム　定例会
・平成27年度第2回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会の報告
　　拠点病院間の格差の是正、KPIの設定を通じたPDCAサイクルの実施が求められている
　　肝臓病教室開催などの拠点病院経費以外の事業費について評価を受けることとなる
　　肝炎サポーターの役割について明確化が求められる予定
　　「知って肝炎プロジェクト」の積極的な活用を依頼された
・出張肝臓病教室後の採血実施体制構築について検討
　　採血希望者が60名以上の場合は健康づくり財団に委託
　　採血希望者が60名以下の場合は岡山大学病院看護師、検査技師で実施
　　看護部長、検査技師長に了承を得た
　　医療材料については外来師長と相談
　　検体処理について検討
　　院外で実施する採血での実施者の保険補償について確認
・肝炎受診勧奨対応確認票未提出者への再通知郵送計画検討
　　再通知の郵送時期について検討
・フォローアップ事業活動報告
・2015年度年間活動計画の評価
　　2015年度年間活動計画はすべて目標達成
・2016年度活動計画の企画
　 サロンの開催：12月に済生会総合病院と協働で料理教室を開催予定
・中国四国ブロック協議会開催予定報告
・院内肝臓病教室・家族支援講座で家族のニーズを調査予定
・佐賀大学の見学検討
　　患者サロン
　　歯科領域での肝臓拠点病院活動
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・肝炎相談センターの相談業務について検討
　　相談内容の分析と、内容をミーティングで報告し情報共有を図る
　　相談員の相談スキル向上について方策検討
　　肝炎相談センターでマニュアルを作成
・肝炎一次専門医療機関のリスト作成状況報告
　　2016年2月に新規登録された2つの医療機関に情報提供依頼中

4/7 16 第33回　肝疾患サポートチーム　定例会
・各研修等参加報告
・肝炎受診勧奨システムについて
　　小児科ユニバーサルワクチン施行に伴う小児科受診勧奨文書の追加について提案
　　肝炎受診勧奨対応確認票未提出者の状況報告
・2016年度の年間活動計画最終確認
　　　　◆院内の肝臓病教室で家族支援の講義を行う
　　　　◆患者サロンを開き患者同士のコミュニティの場をつくる
　　　　◆院内の肝炎受診勧奨システムで対応確認票の提出率を前年度より10％向上させる
　　　　◆出張肝臓病教室開催後に肝炎検査を300名実施する
　　　　◆無料肝炎採血キャンペーンを3回開催し、1000名実施する
　　　　◆協会けんぽの被扶養者検診で肝炎ウイルス検査の受検者数を向上させる
　　　　◆地域肝炎対策サポーターの活躍の場を増やし、肝炎ウイルス検査に携わってもらう
　　　　◆市町村（保健所）/他の医療機関/他県との連携活動を行う
・出張肝臓病教室実施状況報告
・2016年度の役割分担について協議
　　肝臓病教室：3病棟（西6、西5、東6）
　　家族支援講座/患者サロン：臨床栄養部
　　出張肝臓病教室：全関連部署（今年度から病棟看護師も参加）
　　肝炎受診勧奨システム：肝炎相談センター
　　MOMO肝通信：薬剤部、外来、検査部、理学療法部
　　世界肝炎デー：肝炎相談センター
　　肝炎ウイルス検査イベント：全関連部署
・ミーティングについて検討
　　司会を参加者が順番に行うこととする
　　患者事例紹介を計画（年4回）　各部署から順番に行い、他職種の肝臓病支援状況を知る
・肝炎受診勧奨システムについて
・肝炎一次専門医療機関のリスト作成状況報告
　　協議会で報告
　　ホームページに掲載する
・肝疾患患者の家族支援ニーズ調査
　　調査内容の検討
・文献紹介
・研修等予定のお知らせ
　　4/25　C型肝炎の新たな治療選択
・出張肝臓病教室予定報告（4月）

4/28 10 第34回　肝疾患サポートチーム　定例会
・各研修会等参加報告
・出張肝臓病教室実施状況報告
・院内肝臓病教室のご案内発送について報告
・肝炎受診勧奨システムについての報告
　　2014年10月～2015年3月対応確認票未提出者に再通知郵送
　　2016年2月、3月肝炎受診勧奨未実施者に初回通知郵送
　　小児肝炎受診勧奨文書4月より運用開始
・看護週間ポスター展示会にむけて、ポスターを作成した
・家族支援の調査の状況報告
　　倫理委員会に提出中
・2016年度の世界肝炎デーの取り組みについて協議
　　ポスター展の実施：全関連部署が担当
　　無料肝炎採血の実施：目標100～200名
・肝炎受診勧奨システムについての報告
　　受診勧奨システムの院内スタッフへの周知を図る工夫が必要
・佐賀大学の見学について検討
　　目的が異なるため、歯科チームと肝臓チーム別々に見学に行く
・5/18、5/27　外来での拠点病院活動について説明会実施予定
・出張肝臓病教室開催予定報告（5・6月）

【2016年度】
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5/10 15 第35回　肝疾患サポートチーム　定例会
・岡山県薬剤師会に出張肝臓病教室のご案内送付
・肝炎相談センターの移転に伴う患者の流れの変更点について説明
・消化器内科肝炎受診勧奨患者の苦情の対応について検討
　　苦情の対応についてはまず肝炎相談センターにて行う
　　外来担当医師にはメールにて周知する
・出張肝臓病教室実施状況報告
・院内肝臓病教室のご案内発送について報告
　　2月の肝臓病教室参加者にもご案内を発送
・看護週間ポスター展示の報告
・第9回院内肝臓病教室、第2回家族支援講座決定事項報告
　　家族支援講座では事例を提示し、参加者が意見を発言できる形式にする
・世界肝炎デーについて協議
　　ポスター展示：各部署に依頼
　　無料肝炎採血：100～200名を想定し、中央採血室で実施
　　採血手順の検討
・MOMO肝通信Vol.9決定事項報告
・肝炎一次専門医療機関のリスト作成状況報告
　　google mapに入力して利用する
・文献紹介
・研修等予定のお知らせ
・出張肝臓病教室開催予定報告（5・6・7月）

6/2 14 第36回　肝疾患サポートチーム　定例会
・第1回班会議　肝炎患者の就労に関する総合支援モデル事業との連絡会の報告
　　岡山大学病院で作成した出張肝臓病教室の冊子が全国版に起用された
・肝炎相談センターの移転に伴う患者の流れの変更点について説明
・肝炎受診勧奨システムの報告
　　2016年5月分肝炎受診勧奨未実施者に初回通知郵送
　　2015年7月～9月で対応確認票未提出者に再通知郵送
　　再通知郵送者への効果について調査検討
・出張肝臓病教室実施状況報告
・もも肝手帳の配布について報告
　　2015年度は51冊を肝炎受診勧奨対象者で岡山大学病院にて精査した人に配布された
・第9回院内肝臓病教室/第2回家族支援講座反省会
　　次回は事例を検討する形式にする
・外来での拠点病院活動について説明会実施報告
　　5/25は日程変更し再設定
・世界肝炎デーイベント内容協議
　　ポスター展示：内容、提出期限通知
　　無料肝炎採血：受付から採血までの手順確認
　　他の企画について検討
・ファジアーノとの協働企画について状況報告
・拠点病院活動の周知度調査の経過報告
　　計画書作成中
・MOMO肝通信Vol.9決定事項報告
・肝炎一次専門医療機関のリスト作成完了報告
・文献紹介
・出張肝臓病教室開催予定報告（6・7月）

7/7 14 第37回　肝疾患サポートチーム　定例会
・MOMO肝通信Vol.9完成報告
・肝炎相談センターの移転に伴う患者の流れについて説明
・肝炎受診勧奨システムの報告
　　2016年5月分肝炎受診勧奨未実施者に初回通知郵送
　　2015年7月～9月で対応確認票未提出者に再通知郵送
　　再通知郵送者への効果について調査検討
・出張肝臓病教室実施状況報告
・家族支援の調査開始予定の報告
・世界肝炎デーイベント内容協議
　　ポスター展示：提出期限通知
　　無料肝炎採血：受付から採血までの手順確認
　　アンケート、ポスターのシール投票を実施する
・拠点病院活動の周知度調査の経過報告
　　計画書作成中
・『肝疾患サポートチームの歩み』記念誌の発刊を企画
　　目的、各担当者、締め切りの提示
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・ファジアーノとの協働企画について状況報告
　　日程：9/25
　　無料肝炎採血：目標500名
　　ファジアーノとコラボした記念グッズ作成：ハンドタオル
・第10回院内肝臓病教室/第3回家族支援講座決定事項報告
・文献紹介
・研修等予定のお知らせ
・出張肝臓病教室開催予定報告（7・9月）

8/9 12 第38回　肝疾患サポートチーム　定例会
・各研修等参加報告
・世界肝炎デーイベント開催結果報告と改善点協議
　　準備不足
　　広報不足
　　中央採血室の利用は、月曜日が混雑するため避けたほうが良かった
　　書類記載、ID作成、採血に時間がかかりすぎる
　　ポスター展示はスペースの工夫が必要
・肝炎相談センターパンフレット3000部印刷
・肝炎受診勧奨システムの報告
　　2016年6月分肝炎受診勧奨未実施者に初回通知郵送
　　2015年10月～12月で対応確認票未提出者に再通知郵送
・出張肝臓病教室実施状況報告
・家族支援の調査開始の報告
・日本慢性看護学会発表
　　『C型慢性肝炎でアスナプレビル/ダクラタスビルの治療を受ける患者に対するチーム支援の効果について』
・第10回院内肝臓病教室/第3回家族支援講座決定事項報告
　　当日外来受診予定患者にご案内を発送
・『肝疾患サポートチームの歩み』記念誌の発刊を企画
　　役割分担、締め切り通知
・ファジアーノとの協働企画について状況報告
　　日程：9/25、開催時間はまだ未定だが、試合開始の4時間前から準備
　　無料肝炎採血：目標500名、検診車を準備
　　ファジアーノとコラボした記念グッズ作成：タオルハンカチ8月中に注文予定
・第10回院内肝臓病教室/第3回家族支援講座決定事項報告
・MOMO肝通信Vol.10決定事項報告
・文献紹介
・研修等予定のお知らせ
　　9月　日本歯科衛生士会　発表
・出張肝臓病教室開催予定報告（8・9・12月）

9/1 12 第39回　肝疾患サポートチーム　定例会
・B型肝炎ワクチンの定期接種の開始について報告
・アルコール研修会の実施を報告
・肝炎受診勧奨システムの報告
・出張肝臓病教室実施状況報告
・ファジアーノからの連絡と事前準備について連絡
　 開始時間、ブースでの流れ、詳細の役割分担表は来週提示
・『肝疾患サポートチームの歩み』記念誌の進捗状況の確認
・倉敷市の健康まつりで、肝疾患サポートチームとしてなにができるか検討
　 肝炎ウイルス検査については、今年度は難しいが、次年度は倉敷市保健所の予算が下りれば実施可
　 肝炎啓発となるような情報提供のリーフレットを提供の提案
・MOMO肝通信Vol.10決定事項報告
・文献紹介
・研修会等のお知らせ

10/4 11 第40回　肝疾患サポートチーム　定例会
・「直島福祉まつり」での香川県立中央病院とのコラボイベントについて報告
・「小豆島　秋の健康フェア＆セミナー」でのコラボイベントについて報告
・学術集会参加の報告
・肝炎受診勧奨システムの報告
・出張肝臓病教室実施状況報告
・倉敷市の健康まつり
　 AUDIT、岡山県肝炎相談センターの案内、出張肝臓病教室の案内を各500部郵送
・薬剤情報提供
　 アッヴィ合同会社：ヴィキラックス　ジェノタイプ2でも適応拡大となった
　 ＭＳＤ：グラゾプレビル：グラジナ錠、エルバタスビル：エレルサ錠
・ファジアーノ岡山でのイベント　後処理
　 追加注文をしていたハンドタオルを受領したので、スタッフ/ボランティア参加した方にも提供する予定
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・2016年度の年間活動計画　中間評価
　　　　◆院内の肝臓病教室で家族支援の講義を行う⇒予定通り達成中
　　　　◆患者サロンを開き患者同士のコミュニティの場をつくる⇒12月に実施予定
　　　　◆院内の肝炎受診勧奨システムで対応確認票の提出率を前年度より10％向上させる⇒予定通り達成中
　　　　◆出張肝臓病教室開催後に肝炎検査を300名実施する⇒予定通り達成中
　　　　◆無料肝炎採血キャンペーンを3回開催し、1000名実施する⇒予定より少ない
　　　　◆協会けんぽの被扶養者検診で肝炎ウイルス検査の受検者数を向上させる⇒次年度に持ち越し
　　　　◆地域肝炎対策サポーターの活躍の場を増やし、肝炎ウイルス検査に携わってもらう⇒予定通り達成中
　　　　◆市町村（保健所）/他の医療機関/他県との連携活動を行う⇒予定通り達成中
目標管理シートでも併せて中間評価　おおむね「3：目標どおり達成できた」
　　　　 肝炎ウイルス検査　評価「2」
　　　　 診療体制　評価「3」
　　　　 研究事業　評価「4」
　　　　 普及啓発　評価「3」
・半年間の各個人の振り返り
・第1回　患者サロン　済生会総合病院合同お料理教室の進捗状況
　　 参加者募集の方法
・『肝疾患サポートチームの活動報告～３年間の歩み～』記念誌の進捗状況の確認
・第11回院内肝臓病教室/第3回家族支援講座の予定報告
　　 患者の母集団が多くないため、ＡＩＨ/PBCの診断がついている人に直接案内を郵送する
　　 肝炎一次専門医療機関にポスターを貼っていただくよう依頼
・MOMO肝通信Vol.11決定事項報告
・文献紹介
・研修会等のお知らせ
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岡山県肝炎相談センター　相談事業
　岡山県肝炎相談センターは、肝疾患診療連携拠点病院事業の一環として、平成19年12月 3 日に岡山

大学病院内にて開設し、医師による医療相談業務及び看護師等による電話相談業務を行っています。

なお、平成24年度からは、医師、看護師に病気や治療についての専門的な相談を十分に行える環境を

整えると共に、患者がいつでも相談できる体制を整えるため、専任の事務職員を配置しました。また、

平成25年度からは、一般相談の開設受付時間を月曜から金曜の 9～17時とし、留守番電話対応も可能

としたことと、肝炎患者の就労支援のためのメディカルソーシャルワーカーの雇用により、肝炎相談

センターを充実させ、患者サービスの向上に努めています。

◎平成23年度までの体制

　　◆相談内容：肝炎電話相談（専任看護師が対応）

　　　　　　　　肝炎医療相談（専門医が対応：要予約）

　　◆専用電話：086-235-6851

　　◆受付時間：月・水・木曜日　14時～16時30分

◎平成24年度からの体制

　　◆相談内容：①肝炎電話相談（専任看護師が対応）

　　　　　　　　②肝炎医療相談（専門医が対応：要予約）

　　　　　　　　③一般的な相談（専任事務職員が対応）

　　◆専用電話：086-235-6851（病気や治療についての専門的な相談）

　　◆受付時間：①②…月・水・木曜日　14時～16時30分

　　　　　　　　③……月～木曜日　10時～17時

　　　　　　　　　　　金曜日　　　10時～16時

◎平成25年度からの体制

　◆相談内容：①�一般相談（専任看護師・薬剤師・メディカルソーシャルワーカー・管理栄養士・臨

床研究コーディネーター・移植コーディネーター・医事課職員等が対応：電話また

は面談）

　　　　　　　②専門相談（専門医が対応（ 1回30分）：要予約）

　◆専用電話：086-235-6851

　◆受付時間：①…月～金曜日　 9時～17時（時間外17時以降は留守番電話対応）

　　　　　　　②…月（13～15時）・火（14～16時）・木曜日（10～12時）
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肝炎相談センターの実施状況（平成25年度からの実施状況）� � � � � �
� � � � � �

一般相談（専任看護師・メディカルソーシャルワーカーなど） 専門
相談

（医師）

左　記
の内、
面談の
件　数

病気に�
ついて

検査�
治療

感染�
予防

専門医
療機関 医療費 病気へ

の不安 その他 合　計�
（実人数）

25年 4 月
～26年 3 月 98 316 22 64 207 78 193 978

（846） 11 －

26年 4 月
～27年 3 月 83 499 55 88 182 74 123 1104

（669） 2 276

27年 4 月 7 74 3 20 14 4 10 132
（69） 0 29

5 月 4 54 4 4 18 4 12 100
（53） 0 30

6 月 3 78 4 6 25 3 10 129
（78） 2 43

7 月 6 86 3 21 34 3 22 175
（103） 0 50

8 月 9 63 4 19 17 4 28 144
（90） 7 45

9 月 4 81 2 18 43 2 7 157
（96） 0 44

10月 4 111 13 18 73 6 16 241
（141） 0 97

11月 4 88 6 15 37 5 28 183
（116） 6 67

12月 2 60 3 12 32 1 8 118
（77） 0 49

28年 1 月 5 36 8 7 58 3 14 131
（100） 0 69

2 月 16 88 4 18 43 4 13 186
（115） 0 77

3 月 10 45 4 8 43 10 8 128
（78） 0 58

27年度計 74 864 58 166 437 49 176 1824
（1116） 15 658
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抗HCV治療を受ける患者の支援
　消化器内科外来では2011年からＣ型肝炎で抗ウイルス治療を受ける患者の支援を行っています。外

来看護師 2名、薬剤師 2名が担当し、看護面談、薬剤指導を行ってきました。具体的な役割としては、

外来で抗ウイルス治療を受けるＣ型慢性肝炎患者の来院時に身体的精神的な健康状態評価を行う自己

筆記式アンケートに記入してもらい、看護師によりそれを用いた問診や指導を行い、患者が有害事象

に対応する方策を身につけることを目的として症状に応じた段階的な知識の提供や情緒的サポートを

行っています。また、薬剤師による服薬指導は治療導入時とその後も必要に応じて患者に行っていま

す。経口剤による治療では、インターフェロンを中心とした治療と比べ、副作用の発現頻度は格段に

低くなっています。それにともない、薬剤師に期待される役割も副作用対策から、薬の飲み忘れおよ

び相互作用の回避へと変化しています。当院では飲み忘れ対策として独自の服薬日記帳を作成するな

ど、患者教育を徹底しています。

　上記のように当院では抗ウイルス治療を受ける患者に対して、医師、看護師、薬剤師による支援を

行い、近年ではメディカルソーシャルワーカーや栄養士など多職種連携のチームを立ち上げ定期的な

勉強会を行っています。特に、2014年より経口薬治療の開始にあたっては、製薬会社からの薬剤情報

提供や臨床研究コーディネーターから治験で実施した患者の臨床情報の提供を受け、チームで情報を

共有しました。また外来治療中の困難な事例について勉強会で提示し、様々な職種が意見を出し合い、

支援方法を検討しています。このように外来で治療を受ける患者をチームで支援できるようシステム

を構築しました。
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Ｃ型肝炎ウイルス治療におけるチーム支援

患者

臨床研究
コーディ
ネーター

看護師 薬剤師

栄養士

医師

メディカル
ソーシャル
ワーカー/
事務

看護師の役割

実際の看護面談の流れ

薬剤師の役割
　HCV治療を開始するに当たって、患者様
がご自身で副作用に対処できるようになるこ
とを目標に面談を行います。医師の診察前に
面談にて副作用や服薬状況の確認を行い、患
者様が治療を継続できるよう支援していきま
す。

　現在、抗HCV治療薬の中心は内服薬
（DAAs）となっています。DAAsによる治療
では、インターフェロンを中心とした治療と
比べ、副作用の発現頻度は格段に低くなって
います。それにともない、薬剤師に期待され
る役割も副作用対策から、薬の飲み忘れおよ
び相互作用の回避へと変化しています。
　当院では飲み忘れ対策として独自の服薬日
記帳を作成（下写真）し、飲み忘れ予防を行
っております。

　相互作用を回避する取り組みとしては、治
療開始時に全患者様を対象に、薬剤師が面談
を行っています。外来においても薬剤師が介
入し、使用薬剤を確認することで、相互作用
を回避し、安全に治療を開始できる体制をと
っています。

患者様が体調評価・BDI（抑うつ度）の
アンケートに回答

看護師との面談
　①副作用の出現状況の把握
　②日常生活の変化の把握
　③精神的負担感の把握
　④対処方法の指導

患者様が副作用に対処できる

【服薬日記帳】

服薬チェック欄

副作用、その他記載欄

服薬チェック欄

副作用、その他記載欄

治験での臨床情報
（有害事象と対応の
情報提供）

治療意欲の向上
副作用対策
日常生活の工夫
などの情報提供

治療方針の決定

抗HCV治療中・後の栄養管理

肝炎医療費助成制度説明

薬剤指導
併用禁止/注意薬の指導
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Ｃ型肝炎ウイルス治療の実際の流れ

インターフェロンを含む治療
導入決定後の患者様の流れ

DAAs治療
導入決定後の患者様の流れ

【入院】治療導入前 【外来】治療導入前
・治療の説明
・服用薬の確認
・眼科受診
・メディカルソーシャルワーカーとの面談
　・医療費助成制度などの手続き

【入院】治療開始後

・治療の説明
・メディカルソーシャルワーカーとの面談
　・医療費助成制度などの手続き

【外来】治療開始時

【外来】治療開始後

・副作用の確認
・副作用の対処法、日常生活の注意点の説明
・外来の流れの説明
　　　　　　（１～２週間の入院）

採血

医師の診察

看護師の面談

インターフェロン注射

会　　計

・効果、副作用の確認

・理解度の確認
・副作用の確認

採血

医師の診察

薬剤師の服薬指導

看護師の面談

会　　計

・治療の説明

【外来】治療開始後

採血

医師の診察

会　　計

・効果、副作用の確認

・相互作用の確認
・副作用の説明
・服薬日記帳の説明

・理解度の確認
・緊急時の対応説明
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受診勧奨活動

　岡山大学病院では2013年から電子カルテ上でウイルス検査の結果報告に関する新たなシステ

ムを構築し運用しています。手術前や輸血前にはスクリーニング検査として肝炎ウイルス検査

を行っていますが、肝炎検診など受検者本人の希望による受診とは異なり、本人が検査を受け

たことを自覚していない場合や、その結果を受検者へ適切に報告できていない場合があること

が背景にあります。このシステムの導入が、肝炎ウイルス検査の受検者への検査結果報告を病

院全体で徹底し、検査陽性者の肝臓の専門医受診率を向上させ、肝硬変や肝がんの予防や早期

発見につながることを期待しています。

電子カルテを用いたウイルス検査結果報告システムについて

　岡山大学病院では2013年 4 月より電子カルテ（HOPE�EGMAIN-GX、富士通システムズ）

を用いた肝炎ウイルス検査陽性患者への結果報告と肝臓の専門医受診を勧奨する取り組みを開

始しています。ウイルス検査を受検すると「患者プロファイル」へ検査結果と日付が自動抽出

されるシステムを利用し、予め選択した項目について検査陽性であった場合、受検者のカルテ

に肝臓専門科の受診勧奨を促すアイコンが自動表示されます。受検者個人の検査結果とそれに

関する説明、肝臓精査を勧める文書を含むウイルス検査報告書を印刷すると、患者プロファイ

ルに自動的に印刷者氏名と印刷日時が記録され、肝臓専門科の受診勧奨を促すアイコンが消え、

ウイルス検査を再度行って結果が陽性であってもアイコンは表示されないようになっています。

ウイルス検査報告書の郵送による受検者への報告について

　検査施行医が受検者へ検査結果を直接報告することに加えて、検査施行約 1か月後にウイル

ス検査報告書が印刷されていない受検者については、検査施行医に検査結果が陽性であること

を報告し、検査施行医の了解があれば、検査報告書を受検者に郵送するようにしています。検

査施行医への連絡や検査報告書の郵送などの業務は肝炎相談センターが中心となって行ってい

ます。
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院内肝臓病教室
　岡山大学病院では、岡山県肝疾患連携拠点病院として肝疾患に関する正しい知識の普及啓発につと

め、肝炎ウイルスの感染予防に資するとともに、患者・感染者の方々がいわれのない差別を受けるこ

とのないよう、肝疾患の病状や最新の治療法、日常生活の留意点などの必要な知識を分かりやすく伝

える場として肝臓病教室を開催しています。

　2014年 5 月の第 1回肝臓病教室は「肝臓病ってなあに？」をテーマにスタートし、その後は肝癌、

ウイルス性肝炎の治療から塩分・糖質管理、運動療法まで幅広い内容で年 4回の開催を続けておりま

す。

　肝臓専門医からの情報提供だけでは通常の外来と大きな違いがないため、外科手術については消化

器外科医、小児の肝臓病については小児科医、生活習慣病については糖尿病専門医とそれぞれのエキ

スパートによる講演も行っております。また医師だけでなく看護師、薬剤師、管理栄養師、ソーシャ

ルワーカー、歯科衛生士、理学療法士の講演を組み込むことで、幅広い視点での情報提供を目指して

います。

　今後もさらに多くの職種を巻き込みながら、日々進歩する肝疾患診療に合わせて最新の情報を、患

者さんの役に立つ形で提供できるよう企画していく予定です。

家族支援講座
　肝疾患の患者さんは様々な問題や悩みを抱えていると言われています。厚生労働省科学研究による

患者実態調査によると患者さんの持つ悩みは一様ではありません。経済的な問題以外にも仕事や家事

への影響、差別偏見など、様々な要因が悩みやストレスとなっています。

　患者さんが最も気軽に相談できる相手としてご家族を挙げる人が多いものの、ご家族の肝疾患に関

する知識が必ずしも十分ではないため、十分な理解と協力が得られないことが問題となっています。

　そこで肝炎患者さんのご家族を対象とした講座を開催し、肝疾患や患者さん支援に関する専門的知

識の習得を図るとともに、ご家族同士の交流の場として機能させることで、ご家族による相談支援機

能の強化を図り、肝疾患患者さんが地域において安心して暮らせる環境づくりにつなげることがこの

活動の目的です。

　これまで感染予防、医療費助成、食事・運動療法をテーマに計 3回を開催しました。特に食事・運

動療法などは患者さんだけでなく、中高年のご家族の健康にも役立つ内容を心がけました。また講演

をただ聴くだけでなく、参加者である患者さんやご家族の方にも積極的に発言して頂く機会を作るこ

とで、より良い家族支援を目指しています。

　今後もアルコール依存症のサポート、ご家族ぐるみの食事療法、多数の薬剤の管理など、特色ある

テーマでの開催を予定しています。



26

活動紹介

院内肝臓病教室

テーマ 題目 所属 氏名

第
1
回

平
成
26
年
5
月
27
日

肝
臓
病
っ
て
な
あ
に
？

肝臓病ってなあに？ 消化器内科�
医師 下村　泰之

ウイルス肝炎の今 消化器内科�
医師 池田　房雄

肝炎相談センター 肝炎相談センター�
メディカルソーシャルワーカー 笠原　郁子

Ｃ型肝炎 3剤併用療法について 薬剤部�
薬剤師 晴田　佑介

治験ってなんだろう 新医療研究開発センター�
臨床研究コーディネーター 難波志穂子

第
2
回

平
成
26
年
8
月
19
日

肝
臓
が
ん
に
つ
い
て

肝がんの診断 消化器内科�
医師 森元　裕貴

肝臓がんの治療 消化器内科�
医師 中村進一郎

ソラフェニブで治療をしましょうと言われた
ら

薬剤部�
薬剤師 槇田　崇志

カテーテル治療ラジオ波焼灼術を受ける患者
さんの療養生活について

看護部�
看護師

加賀宇悠里

山田　隆子

第
3
回

平
成
26
年
11
月
18
日

肝
硬
変
の
お
は
な
し

慢性肝炎、肝硬変の診断 消化器内科�
医師 安中　哲也

肝硬変の治療 消化器内科�
医師 桑木　健志

日常生活の療養の工夫 看護部�
看護師 藤澤　知代

慢性肝炎の食事と肝硬変の食事 臨床栄養部�
管理栄養士 坂本八千代

第
4
回

平
成
27
年
2
月
17
日

脂
肪
肝
に
気
を
付
け
よ
う

脂肪肝の診断について 消化器内科�
医師 和田　　望

脂肪肝の治療 消化器内科�
医師 白羽　英則

脂肪肝の予防 臨床栄養部�
管理栄養士 坂本八千代
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テーマ 題目 所属 氏名

第
5
回

平
成
27
年
5
月
19
日

肝
臓
の
外
科
手
術
に
つ
い
て

肝癌の外科治療 肝胆膵外科�
医師 八木　孝仁

肝臓手術の術前術後の看護 看護部�
看護師 秋山　千絵

肝臓疾患術後のリハビリテーション リハビリテーション部�
理学療法士 岩井　賢司

術後の栄養のポイント 臨床栄養部�
管理栄養士 坂本八千代

第
6
回

平
成
27
年
8
月
18
日

肝
臓
と
塩

肝臓病と食道・胃静脈瘤 消化器内科�
医師 岡田　裕之

肝臓と腎臓と塩の関係 消化器内科�
医師 高木章乃夫

減塩に気をつけましょう 臨床栄養部�
管理栄養士 長谷川祐子

第
7
回

平
成
27
年
11
月
17
日

子
ど
も
と
肝
臓

Ｂ型肝炎と予防接種 小児科�
医師 藤井　洋輔

子どもと肝炎感染予防対策 感染管理�
担当師長 渡邉都貴子

子どもと肝臓 臨床栄養部�
管理栄養士 林本加奈枝

第
8
回

平
成
28
年
2
月
16
日

肝
臓
と
糖
質

肝臓と糖質 消化器内科�
医師 下村　泰之

運動と糖質 リハビリテーション部�
理学療法士 岩井　賢司

糖質と栄養について 臨床栄養部�
管理栄養士 長谷川祐子

第
9
回

平
成
28
年
5
月
17
日

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い
て

肝炎のお話 消化器内科�
医師 池田　房雄

ウイルス性肝炎治療を行う上で注意すべき薬
や健康食品＆治療開始時の薬剤師の関わり

薬剤部�
薬剤師 槇田　崇志

ウイルス性肝炎の食事療法 臨床栄養部�
管理栄養士 長谷川祐子

第
10
回

平
成
28
年
8
月
16
日

脂
肪
肝
に
つ
い
て

肝硬変にみられる耐糖能異常の病態・治療 総合内科�
医師 小比賀美香子

脂肪肝に気をつけよう 消化器内科�
医師 下村　泰之

肝臓病患者における口腔ケアの実際 歯科衛生士室�
歯科衛生士 大森　裕子
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家族支援講座
テーマ 題目 所属 氏名

第
1
回

平
成
28
年
2
月
16
日

家
族
だ
か
ら

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

家族支援講座について 新医療研究開発センター
臨床研究コーディネーター 難波志穂子

肝臓病食について 臨床栄養部
管理栄養士 長谷川祐子

第
2
回

平
成
28
年
5
月
17
日

家
族
で
で
き
る

感
染
予
防
対
策

肝臓病とご家族の関わり 消化器内科
医師 安中　哲也

家族でできる感染予防対策 看護部
感染管理認定看護師 宮村　純子

第
3
回

平
成
28
年
8
月
16
日

家
族
で
で
き
る

脂
肪
肝
予
防
対
策

家族でできる脂肪肝予防につながる運動 リハビリテーション部
理学療法士 岩井　賢司

脂肪肝の食事について 臨床栄養部
管理栄養士 長谷川祐子
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出張肝臓病教室
　近年ウイルス性肝炎の治療は進歩してきましたが、慢性肝炎の治療は定期的な通院や入院を必要と

することが多く、就労者に対しては職場の理解や協力が不可欠です。また、未受診の肝炎患者を見つ

けるために、多くの人に肝炎検診の重要性を理解していただき、肝炎ウイルス検査を受けていただく

ことが大切です。

　私たちは岡山県肝疾患拠点病院事業として、肝炎患者の就労支援のために、肝臓病の啓発活動とし

て当院の医療従事者（内科医師、小児科医師、看護師、ソーシャルワーカー、管理栄養士、薬剤師、

理学療法士、臨床検査技師、歯科衛生士など）が、職能団体あるいは企業に出向いて就労者を対象と

した講演を行う出張肝臓病教室を開催してきました。また、2015年度より肝臓病教室の直後に肝炎ウ

イルス検査を実施する取り組みをしています。最近ではウイルス肝炎だけでなく、脂肪肝やアルコー

ルなど受講者の関心も強くなっており、県内外の様々な機関とも協力して、活動を広げています。
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平
成
26
年
度
（
Ｈ
26
年
10
月
～
Ｈ
27
年
3
月
）

日
　
時

市
企
業
名

対
　
象
　
者

人
数

開
始
時
間

講
　
演
　
者

司
会
�

ク
リ
ッ
カ
ー

会
場
係

会
　
場

職
種
・
氏
名

職
種
・
氏
名

職
種
・
氏
名

10
月
28
日
㈫

岡
山
市

岡
山
大
学

大
学
職
員

14
13
：
15
～
14
：
15

医
師

看
護
師

M
SW

下
村
�

難
波

小
山
�

犬
山

津
島
キ
ャ
ン
パ
ス

池
田

草
信

笠
原

10
月
31
日
㈮

津
山
市

津
山
商
工
会

商
工
会
に
�

所
属
す
る
人

63
18
：
30
～
19
：
00

医
師

管
理
栄
養
士

下
村
�

難
波

津
山
国
際
ホ
テ
ル

池
田

坂
本

11
月
14
日
㈮

岡
山
市

サ
ピ
ッ
ク
ス

一
般
社
員

64
12
：
30
～
13
：
00

医
師

難
波

笠
原

岡
山
大
学
病
院

下
村

11
月
16
日
㈰

岡
山
市

岡
山
県
健
康
管
理
士
会

加
入
者

20
13
：
00
～
14
：
00

医
師

看
護
師

M
SW

難
波

N
PO
会
館

安
中

小
銭

笠
原

11
月
22
日
㈯

岡
山
市

岡
山
県
社
会
保
険
労
務
士
会

加
入
者

29
10
：
00
～
11
：
00

医
師

看
護
師

M
SW

下
村
�

難
波

岡
山
県
立
図
書
館

和
田

原
笠
原

12
月
5
日
㈮

岡
山
市

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
レ
ス
ピ
ロ
ニ
ク
ス

製
薬
会
社
M
R�

一
般
社
員

20
12
：
00
～
13
：
00

医
師

管
理
栄
養
士

小
山
�

笠
原

健
康
づ
く
り
財
団

下
村

坂
本

12
月
8
日
㈪

岡
山
市

テ
ル
モ
株
式
会
社

製
薬
会
社
M
R �

一
般
社
員

22
10
：
00
～
11
：
00

医
師

看
護
師

M
SW

難
波

小
山
�

山
﨑

森
元

森
光

笠
原

1
月
27
日
㈫

岡
山
市

岡
山
刑
務
所

法
務
省
�

矯
正
局
職
員

99
17
：
10
～
18
：
10

医
師

看
護
師

M
SW

難
波

安
中

山
﨑

笠
原

3
月
17
日
㈫

岡
山
市

岡
山
市
消
防
署

救
命
救
急
士

53
11
：
20
～
12
：
00

医
師

管
理
栄
養
士

下
村

小
山・
犬
山
�

笠
原

岡
山
市
民
病
院

森
元

坂
本

3
月
18
日
㈬

岡
山
市

岡
山
市
消
防
署

救
命
救
急
士

53
11
：
20
～
12
：
00

医
師

管
理
栄
養
士

山
田

小
山・
山
﨑
�

笠
原

岡
山
市
民
病
院

竹
内

坂
本
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活動紹介
平
成
27
年
度
（
Ｈ
27
年
4
月
～
Ｈ
28
年
3
月
）

日
　
時

市
企
業
名

対
象

人
数

開
始
時
間

講
　
演
　
者

司
会
・
�

ク
リ
ッ
カ
ー

会
場
係

採
血
�

人
数

採
血

会
　
場

職
種
・
氏
名

職
種
・
氏
名

職
種
・
氏
名

4
月
23
日
㈭

岡
山
市

西
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ン
ク
�

　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社

一
般
社
員

53
18
：
00
～
19
：
00

医
師

薬
剤
師

事
務
員

難
波

小
山
�

笠
原

未
実
施

下
村

佐
藤

犬
山

5
月
27
日
㈬

岡
山
市

旭
川
荘
療
育
・
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
職
員

10
3

14
：
00
～
15
：
00

医
師

看
護
師

薬
剤
師

難
波

小
山
�

犬
山

〃
藤
井

山
﨑

槇
田

6
月
5
日
㈮

真
庭
市

勝
山
病
院

病
院
職
員

60
17
：
30
～
18
：
30

医
師

看
護
師

薬
剤
師

下
村
�

難
波

小
山
�

笠
原

〃
池
田

細
羽

槇
田

6
月
14
日
㈰

岡
山
市

岡
山
県
歯
科
衛
生
士
会

歯
科
衛
生
士

35
13
：
30
～
14
：
30

医
師

看
護
師

薬
剤
師

下
村
�

難
波

犬
山
�

笠
原

〃
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

大
西

森
光

晴
田

9
月
25
日
㈮

岡
山
市

介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

介
護
職

30
15
：
00
～
16
：
00

医
師

看
護
師

検
査
技
師

〃
岡
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

下
村

山
﨑

大
久
保

10
月
3
日
㈯

和
気
町

北
川
病
院

患
者
・
家
族
�

・
地
域
住
民

10
0

14
：
00
～
15
：
00

医
師

薬
剤
師

管
理
栄
養
士

池
田
�

難
波

犬
山

71
健
康
�

づ
く
り
財
団

桑
木

晴
田

長
谷
川

10
月
30
日
㈮

岡
山
市

岡
山
県
介
護
福
祉
士
会

介
護
福
祉
士

20
9
：
00
～
10
：
00

医
師

理
学
療
法
士

管
理
栄
養
士

難
波

笠
原

未
実
施

岡
山
県
総
合
福
祉
会
館

下
村

岩
井

長
谷
川

11
月
21
日
㈯

真
庭
市

銘
建
工
業
株
式
会
社

一
般
社
員

12
6

11
：
00
～
12
：
00

医
師

理
学
療
法
士

歯
科
衛
生
士

池
田
�

難
波

笠
原

19
勝
山
�

病
院

高
木

野
澤

蟻
正

12
月
8
日
㈫

岡
山
市

社
会
福
祉
法
人
　
恵
風
会

看
護
師
�

・
介
護
職
員

48
14
：
00
～
15
：
30

医
師

看
護
師

薬
剤
師

下
村
�

難
波

笠
原

未
実
施

池
田

山
﨑

佐
藤

12
月
17
日
㈭

岡
山
市

M
SD
㈱

一
般
社
員
　
M
R

11
19
：
00
～
20
：
00

医
師

歯
科
衛
生
士

事
務
員

下
村
�

難
波

笠
原

〃
竹
内

三
浦

犬
山

1
月
21
日
㈭

岡
山
市

ア
ッ
ヴ
ィ
合
同
会
社

一
般
社
員
　
M
R

9
18
：
00
～
19
：
00

医
師

理
学
療
法
士

管
理
栄
養
士

下
村
�

難
波

犬
山
�

笠
原

〃
森
元

岩
井

長
谷
川

1
月
26
日
㈫

岡
山
市

RS
K

一
般
社
員

29
19
：
15
～
20
：
15

医
師

看
護
師

M
SW

下
村
�

難
波

犬
山
�

笠
原

〃
白
羽

山
﨑

笠
原

1
月
29
日
㈮

岡
山
市

津
島
小
学
校

教
職
員

35
16
：
00
～
17
：
00

医
師

看
護
師

薬
剤
師

下
村
�

難
波

笠
原

25
健
康
�

づ
く
り
財
団

藤
井

二
宮

佐
藤

2
月
1
日
㈪

瀬
戸
内
市

瀬
戸
内
市
役
所

保
健
師
�

・
行
政
職

11
14
：
00
～
15
：
00

医
師

看
護
師

M
SW

難
波

小
山

〃
池
田

難
波

笠
原

2
月
19
日
㈮

岡
山
市

㈱
サ
ピ
ッ
ク
ス

一
般
社
員

58
12
：
30
～
13
：
00

医
師

下
村

笠
原

〃
岡
山
大
学
病
院

和
田
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活動紹介
平
成
28
年
度
（
Ｈ
28
年
4
月
～
Ｈ
28
年
9
月
）

日
　
時

市
企
業
名

対
象

人
数

開
始
時
間

講
　
演
　
者

司
会
・
�

ク
リ
ッ
カ
ー

会
場
係

採
血
�

人
数

採
血

岡
大
�

採
血
者

会
　
場

職
種
・
氏
名

職
種
・
氏
名

職
種
・
氏
名

4
月
5
日
㈫

岡
山
市

ア
ー
ク
ホ
テ
ル
　
Ａ

ホ
テ
ル
従
業
員

18
15
：
00
～
16
：
00

医
師

医
師

事
務
員

下
村
�

難
波

犬
山

17
岡
大

難
波
�

山
﨑

安
中

喜
多

犬
山

4
月
27
日
㈬

岡
山
市

ア
ー
ク
ホ
テ
ル
　
Ｂ

ホ
テ
ル
従
業
員

18
15
：
00
～
16
：
00

医
師

医
師

M
SW

難
波
�

小
山

笠
原

13
岡
大

難
波
�

山
﨑

中
村

喜
多

笠
原

5
月
16
日
㈪

岡
山
市

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

一
般
社
員

38
16
：
30
～
17
：
30

医
師

医
師

検
査
技
師

難
波

犬
山
�

笠
原

21
岡
大

難
波
�

大
久
保

竹
内

喜
多

大
久
保

5
月
25
日
㈬

倉
敷
市

水
島
協
同
病
院

病
院
職
員

81
15
：
00
～
16
：
00

医
師

看
護
師

難
波
�

小
山

犬
山
�

笠
原

未
実
施

池
田

難
波

6
月
15
日
㈬

岡
山
市

日
本
医
薬
品
卸
勤
務
薬
剤
師
会
�

岡
山
県
支
部

薬
剤
師

23
16
：
00
～
17
：
00

医
師

薬
剤
師

M
SW

難
波

犬
山
�

笠
原

20
岡
大

難
波

桑
木

槇
田

笠
原

6
月
27
日
㈪

備
前
市

日
生
漁
協
組
合

組
合
員

68
11
：
00
～
11
：
20

医
師

難
波

笠
原

60
日
生
�

病
院

難
波
�

大
久
保

池
田

7
月
7
日
㈭

岡
山
市

テ
ィ
ー
エ
ス
ア
ル
フ
レ
ッ
サ

M
R・
D
S

24
19
：
30
～
20
：
30

医
師

看
護
師

検
査
技
師

下
村
�

難
波

笠
原

20
岡
大

難
波
�

大
久
保

池
田

山
﨑

大
久
保

7
月
12
日
㈫

備
前
市

日
生
漁
協
組
合
　
婦
人
部

組
合
員

37
10
：
30
～
10
：
45

医
師

難
波

小
山
�

笠
原

35
岡
大

難
波
�

山
﨑

下
村

7
月
15
日
㈮

岡
山
市

あ
す
な
ろ
薬
局

医
師
�

薬
剤
師

13
14
：
00
～
14
：
30

医
師

難
波

笠
原

未
実
施

下
村

7
月
15
日
㈮

岡
山
市

会
社
　
管
理
者
会

事
業
主

21
17
：
00
～
18
：
00

医
師

難
波

犬
山

21
岡
大

難
波
�

細
羽

ア
ー
ク
ホ
テ
ル

池
田

7
月
28
日
㈭

真
庭
市

真
庭
警
察
署

警
察
官

46
10
：
00
～
11
：
00

医
師

管
理
栄
養
士

理
学
療
法
士

下
村
�

難
波

小
山

44
勝
山
�

病
院

難
波
�

森
高
木

長
谷
川

岩
井

8
月
9
日
㈫

倉
敷
市

児
島
薬
剤
師
会

薬
剤
師

20
19
：
30
～
20
：
30

医
師

薬
剤
師

管
理
栄
養
士

難
波

小
山

未
実
施

児
島
マ
リ
ン
プ
ー
ル
　
会
議
室

下
村

槇
田

坂
本

9
月
4
日
㈰

倉
敷
市

倉
敷
薬
剤
師
会

薬
剤
師

20
10
：
30
～
11
：
30

医
師

薬
剤
師

M
SW

山
﨑

笠
原

〃
ア
パ
ホ
テ
ル

下
村

槇
田

笠
原

9
月
6
日
㈫

岡
山
市

岡
山
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
�

中
央
セ
ン
タ
ー

一
般
社
員

16
14
：
30
～
15
：
30

医
師

管
理
薬
剤
師

歯
科
衛
生
士

難
波

犬
山

11
岡
大

難
波

安
中

長
谷
川

大
森

9
月
7
日
㈬

香
川
県

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
�

直
島
精
錬
所

一
般
社
員

30
10
：
00
～
11
：
00

医
師

理
学
療
法
士

医
師

難
波

小
山

未
実
施

池
田

岩
井

高
口
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35

活動紹介

院内　世界肝炎DAYイベント
　世界肝炎デー（ 7月28日）は、Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎の世界的認識を高め、予防・検査・治療を促進

することを目的としたWHO（世界保健機関）が認定する世界啓発の日の一つです。

　岡山県肝疾患診療連携拠点病院である当院でも、これに呼応し肝炎啓発活動を企画しました。

　2015年に初めての実施し、2016年は 2回目となります。

初年度は、平成27年 7 月28日～ 8月 4日は外来棟 1階自動精算機前でポスター展示を行いました。医

師、看護師、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、検査技師などの肝臓病に関わりのある10部署からポ

スターを作成していただきました。

　 2回目は、平成28年 7 月19日～ 7月29日の間、2015年同様ポスター展示を行いました。前年度より

協力して頂ける部署がさらにふえ、16部署から50枚のポスターが提出され、肝臓病の病態、最新治療、

肝臓病のケア、日常生活で工夫できる食事や運動、当院の肝疾患サポートチームが行っている活動紹

介などの展示がされました。

　また、今年度初めての試みとして、 7月25日～27日の 3日間、無料肝炎ウイルス検査を受検する機

会を作りました。また、希望する方には、本院で過去に肝炎ウイルス検査を受検しているかどうかを

知らない方、あるいは検査を受検したが結果を知らない方に対しての肝炎ウイルス検査結果説明を行

いました。肝疾患サポートチーム以外の検査部、医事課などの多くのスタッフの協力があり実現でき

ました。

　検査を受検していても、その意味や検査内容を十分に理解する機会がこれまでなかった方や、受検

する機会がないと思っていた方にとっても有意義な活動になったかと思います。次年度は、すでに肝

炎と診断された患者さんのご家族に事前レターを送付するなどの工夫もしたいと考えています。
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活動紹介

無料肝炎検査イベント
　肝炎ウイルスの感染経路は必ずしも特定できることばかりではないこと、また感染していても自覚

症状もほとんどないため、肝炎ウイルスに感染しているかどうかは肝炎ウイルス検査を受検しなけれ

ば不明です。

　そこで、一生に一度は肝炎ウイルス検査を受検することの必要性を多くの人に理解して頂き、検査

結果に応じた適切な対応をとることが重要です。

　肝炎ウイルス検査の受検体制については、地方公共団体や職域での健康診断などでの機会はあるも

のの、受検していない人の数が一定数存在することは数々の報告があります。

　そこで、肝疾患診療連携拠点病院として、岡山県と連携し、気軽に受検する機会を作りました。

　2015年 8 月21日㈮には、第 1回『無料肝炎検査キャンペーン2015� in�イオンモール岡山・未来スク

エア』を開催しました。また、同日、岡山市役所にて大森雅夫岡山市長を「知って、肝炎」のスペシ

ャルサポーターの平松政次様と岡山大学病院職員が表敬訪問をし、岡山市としても肝炎に対する理解

を深め、啓発活動を推奨していくことを約束して下さりました。

　2015年11月24日㈫には、第 2回『岡山大学病院健康フェスタ�in�岡山大学まちなかキャンパス�at�イ

オンモール岡山』にて、肝炎だけではなく糖尿病のチームと連携した活動を実施しました。

　2016年 9 月25日㈰には、サッカークラブ　ファジアーノ岡山とコラボし、ファジアーノ岡山vs.V・

ファーレン長崎「岡山県民応援デー」に併せて第 3回『無料肝炎検査キャンペーン2016� in�シティラ

イトスタジアム』を開催しました。ファジアーノ岡山とのコラボハンドタオルも製作し、人気でした。

　第 1 回目は、集客500名・受検者347人、第 2 回目は、集客250名・受検130名、第 3 回目は、集客

380名、受検者268人でした。

　このイベントには、岡山大学病院の職員だけではなく、肝炎一次専門医療機関の職員、地域肝炎対

策サポーターの方々にもボランティアスタッフとして多くの方にお手伝い頂きました。
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活動紹介

元患者ボランティア
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担
当
時
間
割
（
院
内
ス
タ
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フ
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担
当
時
間
割
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外
部
ボ
ラ
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テ
ィ
ア
）
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MOMO肝通信の発刊
　岡山大学肝疾患サポートチームでは、肝疾患診療連携拠点病院として、地域住民や近隣の医療職な

どに肝炎に関わる情報提供を行う役割を担っています。

　そこで、院内の肝臓病教室が開催されたのを機に、肝臓病情報誌として『MOMO肝通信』を発行

することにしました。

　MOMO肝通信では、開催した肝炎啓発イベント、院内肝臓病教室、家族支援講座、出張肝臓病教

室などの活動報告、岡山県肝炎対策協議会や肝炎情報センターが企画する研修会から得た情報、学術

集会の発表、薬剤情報、論文紹介など肝疾患サポートチームの定例会で報告された内容を中心に掲載

しています。

　原稿はイベントや研修に参加した院内の職員を中心に依頼していますが、今後は他院や保健所の関

係者などからの有益情報についても掲載の依頼をしていきたいと思っています。

　また、地域連携を拡大させるためのツールとして、当院が企画するイベントや出張肝臓病教室の予

定なども掲載し、地域肝炎対策サポーターなどにも活動場所の情報提供として活用していただければ

と願っています。
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岡山大学病院 肝臓病情報紙

発行元：岡山大学病院
岡山県肝炎相談センター
086-235-6851
発行日：2016.9.30

2016年9月11日香川県直島町総合福祉センターにて健康福祉まつりが開
かれ、香川県の肝疾患診療連携拠点病院である香川県立中央病院スタッ
フによる、無料肝炎ウイルス検査が行われました。香川県立中央病院 肝
臓内科 高口医師をはじめ、森田、浦尾相談員、沖野主任主事、木村看護
師長、田中主任、佐々木、大西技師の８名の体制で、岡大からは安中医師、
小山主査、大久保検査技師、大森歯科衛生士、難波、山﨑看護師の６名で
お手伝いをさせていただきました。 ２つの県が協力してイベントを行うという
ことは全国的に見ても大変珍しいそうです。会場は瀬戸大橋を一望できる
高台の上にあり、香川県立中央病院の方たちとの自己紹介のあと、共同で
ブースをセッティングしました。まつりに参加されていた直島住民の方々は
もとより他のブース主催者の方たちにも次々に声をかけ、受検者は90人と
なりました。お天気にも恵まれ、会場検査の後に、安中先生に瀬戸内国際
芸術祭の観光案内もしていただき楽しく有意義な一日になりました。

肝炎相談センター 山崎典子

ファジアーノ岡山 無料肝炎検査キャンペーン2016

【直島 健康福祉まつり】 に参加して

2016年9月25日シティライトスタジアムにて、ファジアーノ

岡山主催試合に合わせて『無料肝炎検査キャンペーン
2016』を開催しました。主に健康への不安のない若い方を

対象に、肝炎啓発と無料検査を行いました。肝炎に関心を
持ち、きちんと検査を受けていただき、必要であれば早期
治療介入の重要性を訴えました。
今回はファジアーノ岡山対V・ファーレン長崎の岡山ホー

ムゲームとのことで、岡山市の方はもちろんのこと、岡山
県内外より参加いただきました。最終的に380名にアンケー
トにご回答頂き、270名に採血を受けていただきました。初

めての会場であり、至らぬ部分もあったかもしれません。一
方で時折激しい雨の降る中、観戦に来た方にスタッフが粘
り強く呼びかけたことで、たくさんの方に参加いただけたと
思います。今回の開催で出た反省点をさらに活かし、肝炎
の早期発見・早期治療に結びつけられるよう尽力して

いきたいと思っています。
また、前年のイオンモールのキャンペーン同

様、岡山大学だけでなく肝炎一次専門医療機関
の皆様にボランティアとして参加いただきました。
この場をかりて御礼申し上げます。今後も医師
やメディカルスタッフの垣根を超えてさらに参加
の輪を大きく広げられていければと考えていま
す。これからも更なるご支援をよろしくお願いい
たします。

消化器内科 大山 淳史

７月東京一橋講堂にて第10回 日本慢性看護学会が行われました。
「C型慢性肝炎でアスナプレビル/ダクラタスビルの治療を受ける患者に対する
チーム支援の効果」と題し、当院でC型慢性肝炎で経口剤治療を受けた患者に対
しチームで支援した場合どのような効果をもたらすのか、検証し報告しました。
チーム支援により患者は、治療満足度が有意に高くなっていました。また、治療

意欲の維持や精神面、心理面、さらには生活全般においてもチーム支援は役立

てられていることが示されました。現在、Ｃ型肝炎治療はハーボニやヴィキラックスといった新薬が
登場し、より治療期間が短く高い治療成績が出せるようになってきています。今後はどのような患
者にどのような支援が必要であるか見極め、よりよい看護を提供していきたいと考えています。

【第１０回 日本慢性看護学会】 に参加して

肝炎相談センター 犬山奈穂美
世界肝炎デーは、ウイルス性肝炎の蔓延防止と患者（感染者）に対する差別・

偏見の解消や感染防止の推進を図ることを目的としてＷＨＯ（世界保健機構）
が7/28と定めています。岡山県肝疾患診療連携拠点病院である当院も
これに呼応し、外来棟1階で7/19～29にパネル展を、7/25～27は
無料肝炎ウイルス検査を実施、3日間で37名が受検しました。パネル展は医師、看護師、管理栄養
士、薬剤師など、16部署から肝炎に関する情報が満載のポスターを展示、多くの方が足を止め見て

おられました。肝炎検査は、様々な制約があり受検者が限られましたが、今まで未受検だった方もお
り、この受検が良い機会になったようなので、今後もこのような啓発活動をしていけたらと思いました。

岡山大学病院では
『出張 肝臓病教室』をしています。
ご希望があればどこにでも出向きます。

編集後記

お気軽にご連絡ください♪
(086-235-6851)

世界肝炎デー

【第11回 日本歯科衛生学会学術大会】に参加して

歯科衛生士 蟻正 桂子
日本歯科衛生学会 第１１回学術大会にて口演発表しましたので報告します。
発表タイトルは、「肝疾患サポートチームにおける歯科衛生士の活動報告とその意義の検討」としまし
た。歯科衛生士の中で肝疾患は注目されていない分野なので今回の発表に際しても聴講者の反応は
乏しかったです。ただし日本歯周病学会 常任理事 栗原秀見先生の特別講演の概要に今後注目す
べき課題として『非アルコール性脂肪肝炎』という言葉がしっかり出ていました。歯科と肝疾患の関係
は調査、研究がまだまだ必要とされておりますが、いずれは歯科衛生士の中でも注目されることが予
想されます。現在の活動が未来につながっていることが実感でき前向きになれる学会でした。ご協力
いただいた皆様ありがとうございました。

この度、MOMO肝通信が
めでたく10回目の発行となりま

した。これも偏に皆様の支え
があってこそ、と感謝しており
ます。今後も皆様に役立つ情
報をお届けしてまいります。朝
晩寒くなってまいりましたので
季節柄ご自愛ください。

編集：森光友佳

外来看護師 森光 友佳

活動報告 活動予定

◆無料肝炎検査 会場検査
9/11（日） 直島健康福祉祭り
9/25（日） ファジアーノ岡山 岡山県民デー

◆出張肝臓病教室
6/15 日本医薬品卸勤務薬剤師会 岡山支部
6/27 日生漁業組合
7/7 ティーエスアルフレッサ
7/12 日生漁業組合（婦人部）
7/15 あすなろ薬局
7/15 91プラザ例会
7/28 真庭警察署
8/9 児島薬剤師会
9/4     倉敷薬剤師会
9/6 岡山ヤクルト販売（株）中央センター
9/12 三菱マテリアル株式会社

◆無料肝炎検査 会場検査
10/2（日） 秋の健康フェア＆セミナー

in小豆島
10/6（木） 岡山大学津島キャンパス

◆研修会
10/16（日） 医療従事者研修会
11/1（火） 岡山県地域肝炎対策

サポーター研修会

肝炎ウイルス検
査は肝炎一次
専門医療機関
にご協力いただ
きました。

ありがとうござ
いました

8月16日、院内にて第10回肝臓病教室・第3回家族支援講座が開催されました。
今回の内容を掲載します。次回開催は11月15日（火）の予定です。

歯科衛生士室 大森 裕子

肝臓病などの全身疾患は、歯周病を予防・改善することによって進行を抑制させたり予防すること
ができることが分かっており、口腔ケアによってメタボリックシンドロームから脂肪肝への進行を抑
制されるといわれています。
お口の汚れは歯だけでなく頬の内側や歯茎、舌にも付きますので、粘膜ケアも必要です。

□ 用意する物：歯ブラシ、義歯専用ブラシ、歯間ブラシ、糸ようじ、スポンジブラシ、保湿剤など。
□ 歯磨きのポイント：歯と歯の間や歯と歯茎の境に歯垢がつきやすいです。

磨きにくい部位は歯ブラシの当て方を工夫して磨きましょう。
□ 粘膜のケア：入れ歯であっても、粘膜に細菌が付着するため粘膜ケアが必要です。
□ 入れ歯のお手入れ：入れ歯にも汚れが付着するので義歯洗浄剤や専用ブラシを

使用して清潔にしましょう。

「肝臓病患者における口腔ケアの実際」

「脂肪肝に気をつけよう」
消化器内科 下村 泰之

脂肪肝とは肝臓の30%以上に脂肪（中性脂肪）が蓄積している状態で、近年増加傾向にあり、超
音波検査やCT検査などで診断されます。原因は大きくアルコール性と非アルコール性（肥満・メタ

ボ）に分けられます。最近、脂肪肝から肝炎、肝硬変、肝癌と進行することが分かってきており、内
臓脂肪の蓄積・肥満が原因となるものは非アルコール性脂肪肝炎（NASH）と呼ばれます。脂肪肝
のある人で、親族に脂肪肝炎や糖尿病の人がいる人や若いころから10kg以上体重が増えた人、
糖尿病を合併している人はNASHになりやすいので注意しましょう。脂肪肝の予防・治療としては原

因となるアルコールや肥満・内臓脂肪の蓄積を避けることが大切になります。そのためには節酒
（アルコール20g/日以下・週5日以下）や適切な食事・運動とその継続が大切となります。日々の
生活の見直しをして脂肪肝にならないようにしましょう。

肝臓病予防のためにも定期的に歯科受診をしましょう

「肝疾患にみられる糖尿病の病態と治療について」

総合内科 小比賀 美香子
肝臓は、糖の放出と取り込みを行うことにより血糖コントロールの中心的役割を果たしており、肝障
害を生じると、糖が血液の中で増えすぎてしまい、糖尿病にいたります。糖尿病は、神経や眼、腎
臓など全身に合併症を起こし、肝癌を含めた発癌のリスクも上昇させます。慢性肝炎患者の約５分
の１、肝硬変患者の約半数の方の血糖が糖尿病域といわれていますが、肝硬変の方の場合、食後
血糖が高くなりやすく、空腹時血糖は正常値のことも多いので注意が必要です。また肝硬変では、
肝臓での糖新生が減少し、食事の間隔が長かったり、糖尿病治療薬を使用したりする場合は、低
血糖になりやすいという特徴があります。肝疾患合併糖尿病では、食事療法で血糖コントロールが
得られなければ、インスリン注射による治療が原則です。但し、非アルコール性脂肪性肝疾患
（NAFLD）の場合、食事療法や運動療法に加え、インスリン抵抗性改善薬が有効とされています。

第３回 家族支援講座

家族でできる脂肪肝予防につながる運動

総合リハビリテーション部 岩井 賢司

脂肪肝予防に有効な運動は，有酸素運動と筋力強化運動が挙げられます。様々な種類の運動
がありますが，ポイントはしんど過ぎない，興味がある運動，一人でなく複数人で会話したり楽しめ
るという点が継続するために重要になります。気軽に楽しく始められる運動からやってみることが
脂肪肝予防の第1歩になります。目に見える効果は意欲を保つ意味でも重要ですが，目に見えな
い効果もあります。将来の病気の予防や寝たきり予防など適度な運動は必ずプラスになります。

FXR作動薬の非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)に対する効果
多施設無作為比較試験 文献紹介： 消化器内科 安中 哲也

核内レセプターFXRの作動薬obeticholic acid(OCA)の有効性を無作為化試験で検討（FLINT試
験）。対象はNASH219人(OCA群110人、偽薬群109人)。72週後、肝の組織学的改善率はOCA群
45%、偽薬群21%(p=0.0002)。AST、ALTも有意にOCA群が改善した。ただしNASHの治癒した症例
数に有意差は無かった(p=0.08)。有害事象について、OCA群では掻痒感が有意に多かった（23% 
vs. 偽薬6%、p<0.0001）ものの、他の有害事象は同程度で全般に軽度～中等度であった。生活
習慣改善以外の治療法が十分確立していないNASHですが、今後は有効な薬が出てきそうです。

Farnesoid X nuclear receptor ligand obeticholic acid for non-cirrhotic, non-alcoholic 
steatohepatitis (FLINT): a multicentre, randomised, placebo-controlled trial.
Neuschwander-Tetri BA, et al. The Lancet,7 November 2014

岡山県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会

肝炎相談センター 笠原 郁子

平成28年7月13日（水）岡山市内で開催され、岡山県肝炎相談センターからは、昨年度
の活動報告をしました。相談対応では、一年間を通して寄せられた相談内容・件数につ
いて、また、普及啓発活動では院内・外の肝臓病教室や、イオンモール岡山で行ったイ
ベントなどについての報告をしました。あわせて、今年度計画しているファジアーノ岡山と
の県民デーのイベントなどについても事前情報としてお知らせしました。また、次回の【第
18回肝炎医療従業者研修会】の具体的な日時や講演内容が報告されました。

臨床栄養部 長谷川祐子
脂肪肝の食事療法は

① 腹八分にする。② 甘いものやアルコールを控える。③ バランスの良い食事にする。④ 脂
肪を控えめに。 ⑤ 野菜、海藻、きのこ類などの食物繊維を多く含む食品を一緒に食べる。 ⑥
３食規則正しく。⑦ ゆっくりよく噛んで食べる。等ありますが、食事療法は患者さん１人で行うも
のではなく家族の協力があってこそ功を奏します。調理方法の工夫以外に、菓子類の買い置きを
止めたり、好ましくない食材を患者さんの目の前で食べないようにすることも大切です。

脂肪肝の食事について

８月１６日の第３回家族支援講座は１７名の参加で開催しました。
ご家族の方から積極的な質問や意見があり、有意義な会となりました。

岡山大学病院 肝臓病情報紙

発行元：岡山大学病院
岡山県肝炎相談センター
086-235-6851
発行日：2016.9.30

2016年9月11日香川県直島町総合福祉センターにて健康福祉まつりが開
かれ、香川県の肝疾患診療連携拠点病院である香川県立中央病院スタッ
フによる、無料肝炎ウイルス検査が行われました。香川県立中央病院 肝
臓内科 高口医師をはじめ、森田、浦尾相談員、沖野主任主事、木村看護
師長、田中主任、佐々木、大西技師の８名の体制で、岡大からは安中医師、
小山主査、大久保検査技師、大森歯科衛生士、難波、山﨑看護師の６名で
お手伝いをさせていただきました。 ２つの県が協力してイベントを行うという
ことは全国的に見ても大変珍しいそうです。会場は瀬戸大橋を一望できる
高台の上にあり、香川県立中央病院の方たちとの自己紹介のあと、共同で
ブースをセッティングしました。まつりに参加されていた直島住民の方々は
もとより他のブース主催者の方たちにも次々に声をかけ、受検者は90人と
なりました。お天気にも恵まれ、会場検査の後に、安中先生に瀬戸内国際
芸術祭の観光案内もしていただき楽しく有意義な一日になりました。

肝炎相談センター 山崎典子

ファジアーノ岡山 無料肝炎検査キャンペーン2016

【直島 健康福祉まつり】 に参加して

2016年9月25日シティライトスタジアムにて、ファジアーノ

岡山主催試合に合わせて『無料肝炎検査キャンペーン
2016』を開催しました。主に健康への不安のない若い方を

対象に、肝炎啓発と無料検査を行いました。肝炎に関心を
持ち、きちんと検査を受けていただき、必要であれば早期
治療介入の重要性を訴えました。
今回はファジアーノ岡山対V・ファーレン長崎の岡山ホー

ムゲームとのことで、岡山市の方はもちろんのこと、岡山
県内外より参加いただきました。最終的に380名にアンケー
トにご回答頂き、270名に採血を受けていただきました。初

めての会場であり、至らぬ部分もあったかもしれません。一
方で時折激しい雨の降る中、観戦に来た方にスタッフが粘
り強く呼びかけたことで、たくさんの方に参加いただけたと
思います。今回の開催で出た反省点をさらに活かし、肝炎
の早期発見・早期治療に結びつけられるよう尽力して

いきたいと思っています。
また、前年のイオンモールのキャンペーン同

様、岡山大学だけでなく肝炎一次専門医療機関
の皆様にボランティアとして参加いただきました。
この場をかりて御礼申し上げます。今後も医師
やメディカルスタッフの垣根を超えてさらに参加
の輪を大きく広げられていければと考えていま
す。これからも更なるご支援をよろしくお願いい
たします。

消化器内科 大山 淳史

７月東京一橋講堂にて第10回 日本慢性看護学会が行われました。
「C型慢性肝炎でアスナプレビル/ダクラタスビルの治療を受ける患者に対する
チーム支援の効果」と題し、当院でC型慢性肝炎で経口剤治療を受けた患者に対
しチームで支援した場合どのような効果をもたらすのか、検証し報告しました。
チーム支援により患者は、治療満足度が有意に高くなっていました。また、治療

意欲の維持や精神面、心理面、さらには生活全般においてもチーム支援は役立

てられていることが示されました。現在、Ｃ型肝炎治療はハーボニやヴィキラックスといった新薬が
登場し、より治療期間が短く高い治療成績が出せるようになってきています。今後はどのような患
者にどのような支援が必要であるか見極め、よりよい看護を提供していきたいと考えています。

【第１０回 日本慢性看護学会】 に参加して

肝炎相談センター 犬山奈穂美
世界肝炎デーは、ウイルス性肝炎の蔓延防止と患者（感染者）に対する差別・

偏見の解消や感染防止の推進を図ることを目的としてＷＨＯ（世界保健機構）
が7/28と定めています。岡山県肝疾患診療連携拠点病院である当院も
これに呼応し、外来棟1階で7/19～29にパネル展を、7/25～27は
無料肝炎ウイルス検査を実施、3日間で37名が受検しました。パネル展は医師、看護師、管理栄養
士、薬剤師など、16部署から肝炎に関する情報が満載のポスターを展示、多くの方が足を止め見て

おられました。肝炎検査は、様々な制約があり受検者が限られましたが、今まで未受検だった方もお
り、この受検が良い機会になったようなので、今後もこのような啓発活動をしていけたらと思いました。

岡山大学病院では
『出張 肝臓病教室』をしています。
ご希望があればどこにでも出向きます。

編集後記

お気軽にご連絡ください♪
(086-235-6851)

世界肝炎デー

【第11回 日本歯科衛生学会学術大会】に参加して

歯科衛生士 蟻正 桂子
日本歯科衛生学会 第１１回学術大会にて口演発表しましたので報告します。
発表タイトルは、「肝疾患サポートチームにおける歯科衛生士の活動報告とその意義の検討」としまし
た。歯科衛生士の中で肝疾患は注目されていない分野なので今回の発表に際しても聴講者の反応は
乏しかったです。ただし日本歯周病学会 常任理事 栗原秀見先生の特別講演の概要に今後注目す
べき課題として『非アルコール性脂肪肝炎』という言葉がしっかり出ていました。歯科と肝疾患の関係
は調査、研究がまだまだ必要とされておりますが、いずれは歯科衛生士の中でも注目されることが予
想されます。現在の活動が未来につながっていることが実感でき前向きになれる学会でした。ご協力
いただいた皆様ありがとうございました。

この度、MOMO肝通信が
めでたく10回目の発行となりま

した。これも偏に皆様の支え
があってこそ、と感謝しており
ます。今後も皆様に役立つ情
報をお届けしてまいります。朝
晩寒くなってまいりましたので
季節柄ご自愛ください。

編集：森光友佳

外来看護師 森光 友佳

活動報告 活動予定

◆無料肝炎検査 会場検査
9/11（日） 直島健康福祉祭り
9/25（日） ファジアーノ岡山 岡山県民デー

◆出張肝臓病教室
6/15 日本医薬品卸勤務薬剤師会 岡山支部
6/27 日生漁業組合
7/7 ティーエスアルフレッサ
7/12 日生漁業組合（婦人部）
7/15 あすなろ薬局
7/15 91プラザ例会
7/28 真庭警察署
8/9 児島薬剤師会
9/4     倉敷薬剤師会
9/6 岡山ヤクルト販売（株）中央センター
9/12 三菱マテリアル株式会社

◆無料肝炎検査 会場検査
10/2（日） 秋の健康フェア＆セミナー

in小豆島
10/6（木） 岡山大学津島キャンパス

◆研修会
10/16（日） 医療従事者研修会
11/1（火） 岡山県地域肝炎対策

サポーター研修会

肝炎ウイルス検
査は肝炎一次
専門医療機関
にご協力いただ
きました。

ありがとうござ
いました

8月16日、院内にて第10回肝臓病教室・第3回家族支援講座が開催されました。
今回の内容を掲載します。次回開催は11月15日（火）の予定です。

歯科衛生士室 大森 裕子

肝臓病などの全身疾患は、歯周病を予防・改善することによって進行を抑制させたり予防すること
ができることが分かっており、口腔ケアによってメタボリックシンドロームから脂肪肝への進行を抑
制されるといわれています。
お口の汚れは歯だけでなく頬の内側や歯茎、舌にも付きますので、粘膜ケアも必要です。

□ 用意する物：歯ブラシ、義歯専用ブラシ、歯間ブラシ、糸ようじ、スポンジブラシ、保湿剤など。
□ 歯磨きのポイント：歯と歯の間や歯と歯茎の境に歯垢がつきやすいです。

磨きにくい部位は歯ブラシの当て方を工夫して磨きましょう。
□ 粘膜のケア：入れ歯であっても、粘膜に細菌が付着するため粘膜ケアが必要です。
□ 入れ歯のお手入れ：入れ歯にも汚れが付着するので義歯洗浄剤や専用ブラシを

使用して清潔にしましょう。

「肝臓病患者における口腔ケアの実際」

「脂肪肝に気をつけよう」
消化器内科 下村 泰之

脂肪肝とは肝臓の30%以上に脂肪（中性脂肪）が蓄積している状態で、近年増加傾向にあり、超
音波検査やCT検査などで診断されます。原因は大きくアルコール性と非アルコール性（肥満・メタ

ボ）に分けられます。最近、脂肪肝から肝炎、肝硬変、肝癌と進行することが分かってきており、内
臓脂肪の蓄積・肥満が原因となるものは非アルコール性脂肪肝炎（NASH）と呼ばれます。脂肪肝
のある人で、親族に脂肪肝炎や糖尿病の人がいる人や若いころから10kg以上体重が増えた人、
糖尿病を合併している人はNASHになりやすいので注意しましょう。脂肪肝の予防・治療としては原

因となるアルコールや肥満・内臓脂肪の蓄積を避けることが大切になります。そのためには節酒
（アルコール20g/日以下・週5日以下）や適切な食事・運動とその継続が大切となります。日々の
生活の見直しをして脂肪肝にならないようにしましょう。

肝臓病予防のためにも定期的に歯科受診をしましょう

「肝疾患にみられる糖尿病の病態と治療について」

総合内科 小比賀 美香子
肝臓は、糖の放出と取り込みを行うことにより血糖コントロールの中心的役割を果たしており、肝障
害を生じると、糖が血液の中で増えすぎてしまい、糖尿病にいたります。糖尿病は、神経や眼、腎
臓など全身に合併症を起こし、肝癌を含めた発癌のリスクも上昇させます。慢性肝炎患者の約５分
の１、肝硬変患者の約半数の方の血糖が糖尿病域といわれていますが、肝硬変の方の場合、食後
血糖が高くなりやすく、空腹時血糖は正常値のことも多いので注意が必要です。また肝硬変では、
肝臓での糖新生が減少し、食事の間隔が長かったり、糖尿病治療薬を使用したりする場合は、低
血糖になりやすいという特徴があります。肝疾患合併糖尿病では、食事療法で血糖コントロールが
得られなければ、インスリン注射による治療が原則です。但し、非アルコール性脂肪性肝疾患
（NAFLD）の場合、食事療法や運動療法に加え、インスリン抵抗性改善薬が有効とされています。

第３回 家族支援講座

家族でできる脂肪肝予防につながる運動

総合リハビリテーション部 岩井 賢司

脂肪肝予防に有効な運動は，有酸素運動と筋力強化運動が挙げられます。様々な種類の運動
がありますが，ポイントはしんど過ぎない，興味がある運動，一人でなく複数人で会話したり楽しめ
るという点が継続するために重要になります。気軽に楽しく始められる運動からやってみることが
脂肪肝予防の第1歩になります。目に見える効果は意欲を保つ意味でも重要ですが，目に見えな
い効果もあります。将来の病気の予防や寝たきり予防など適度な運動は必ずプラスになります。

FXR作動薬の非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)に対する効果
多施設無作為比較試験 文献紹介： 消化器内科 安中 哲也

核内レセプターFXRの作動薬obeticholic acid(OCA)の有効性を無作為化試験で検討（FLINT試
験）。対象はNASH219人(OCA群110人、偽薬群109人)。72週後、肝の組織学的改善率はOCA群
45%、偽薬群21%(p=0.0002)。AST、ALTも有意にOCA群が改善した。ただしNASHの治癒した症例
数に有意差は無かった(p=0.08)。有害事象について、OCA群では掻痒感が有意に多かった（23% 
vs. 偽薬6%、p<0.0001）ものの、他の有害事象は同程度で全般に軽度～中等度であった。生活
習慣改善以外の治療法が十分確立していないNASHですが、今後は有効な薬が出てきそうです。

Farnesoid X nuclear receptor ligand obeticholic acid for non-cirrhotic, non-alcoholic 
steatohepatitis (FLINT): a multicentre, randomised, placebo-controlled trial.
Neuschwander-Tetri BA, et al. The Lancet,7 November 2014

岡山県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会

肝炎相談センター 笠原 郁子

平成28年7月13日（水）岡山市内で開催され、岡山県肝炎相談センターからは、昨年度
の活動報告をしました。相談対応では、一年間を通して寄せられた相談内容・件数につ
いて、また、普及啓発活動では院内・外の肝臓病教室や、イオンモール岡山で行ったイ
ベントなどについての報告をしました。あわせて、今年度計画しているファジアーノ岡山と
の県民デーのイベントなどについても事前情報としてお知らせしました。また、次回の【第
18回肝炎医療従業者研修会】の具体的な日時や講演内容が報告されました。

臨床栄養部 長谷川祐子
脂肪肝の食事療法は

① 腹八分にする。② 甘いものやアルコールを控える。③ バランスの良い食事にする。④ 脂
肪を控えめに。 ⑤ 野菜、海藻、きのこ類などの食物繊維を多く含む食品を一緒に食べる。 ⑥
３食規則正しく。⑦ ゆっくりよく噛んで食べる。等ありますが、食事療法は患者さん１人で行うも
のではなく家族の協力があってこそ功を奏します。調理方法の工夫以外に、菓子類の買い置きを
止めたり、好ましくない食材を患者さんの目の前で食べないようにすることも大切です。

脂肪肝の食事について

８月１６日の第３回家族支援講座は１７名の参加で開催しました。
ご家族の方から積極的な質問や意見があり、有意義な会となりました。
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肝疾患診療連携拠点病院事業に関わる会議等
平成25年度
○平成25年度第 1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会および医師向け研修会
日　時：平成25年 8 月 2 日㈮　10：00～12：00　協議会
会　場：国立国際医療研究センター病院（東京都新宿区戸山1－21－1）
出席者：池田房雄、小林茂男

○平成25年度第 2回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会および医師向け研修会
日　時：平成26年 1 月17日㈮　10：00～12：00　協議会
会　場：国立国際医療研究センター病院（東京都新宿区戸山1-21-1）
出席者：山本和秀、池田房雄、小林茂男

○岡山県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会
第 1回
日　時：平成25年 7 月 3 日㈬　19：00～20：30
場　所：ピュアリティまきび（岡山市北区下石井 2丁目）
参加者：山本和秀、池田房雄、高本尚子、木村勝弘、小林茂男

第 2回
日　時：平成25年11月13日㈬　19：00～20：30
場　所：ピュアリティまきび（岡山市北区下石井 2丁目）
参加者：山本和秀、池田房雄、高本尚子、木村勝弘、小林茂男、笠原沙希、笠原郁子

第 3回
日　時：平成26年 1 月29日㈬　19：00～20：30
場　所：ピュアリティまきび（岡山市北区下石井 2丁目）
参加者：山本和秀、池田房雄、高本尚子、木村勝弘、小林茂男、笠原沙希、笠原郁子

平成26年度
○平成26年度第 1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会および医師向け研修会
日　時：平成26年 7 月18日㈮　10：00～12：00　協議会
　　　　　　　　　　　　　　13：00～16：30　医師向け研修会
会　場：国立国際医療研究センター病院（東京都新宿区戸山1-21-1）
出席者：池田房雄、小山道弘

○平成26年度第 2回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会および医師向け研修会
日　時：平成27年 1 月16日㈮　10：00～12：00　協議会
　　　　　　　　　　　　　　13：00～16：15　医師向け研修会
会　場：国立国際医療研究センター病院（東京都新宿区戸山1-21-1）
出席者：山本和秀、池田房雄、小山道弘

（出席者）
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○岡山県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会
第 1回
日　時：平成26年 5 月14日㈬　19：00～20：30
場　所：ピュアリティまきび（岡山市北区下石井 2丁目）
参加者：山本和秀、池田房雄、三宅加代子、木村勝弘、小山道弘、笠原沙希、笠原郁子

第 2回
日　時：平成26年11月19日㈬　19：00～20：30
場　所：ピュアリティまきび（岡山市北区下石井 2丁目）
参加者：山本和秀、池田房雄、山﨑典子、難波志穂子、木村勝弘、小山道弘、犬山奈穂美、笠原郁子

第 3回
日　時：平成27年 2 月 4 日㈬　19：00～20：30
場　所：ピュアリティまきび（岡山市北区下石井 2丁目）
参加者：山本和秀、池田房雄、山﨑典子、難波志穂子、木村勝弘、小山道弘、犬山奈穂美、笠原郁子

平成27年度
○平成27年度第 1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会および責任者向け研修会
日　時：平成27年 8 月 7 日㈮　10：00～12：00　協議会
　　　　　　　　　　　　　　13：00～16：40　責任者向け研修会
会　場：国立国際医療研究センター病院（東京都新宿区戸山1-21-1）
出席者：高木章乃夫、小山道弘

○平成27年度第 2回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会および責任者向け研修会
日　時：平成28年 1 月15日㈮　10：00～12：00　協議会
　　　　　　　　　　　　　　13：00～16：40　責任者向け研修会
会　場：国立国際医療研究センター病院（東京都新宿区戸山1-21-1）
出席者：高木章乃夫、小山道弘

○岡山県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会
第 1回
日　時：平成27年 7 月15日㈬　19：00～20：30
場　所：ピュアリティまきび（岡山市北区下石井 2丁目）
参加者：�岡田裕之、高木章乃夫、池田房雄、山﨑典子、難波志穂子、木村勝弘、小山道弘、犬山奈穂美、

笠原郁子

第 2回
日　時：平成27年11月11日㈬　19：00～20：30
場　所：ピュアリティまきび（岡山市北区下石井 2丁目）
参加者：岡田裕之、高木章乃夫、池田房雄、山﨑典子、木村勝弘、小山道弘、犬山奈穂美、笠原郁子
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第 3回
日　時：平成28年 2 月10日㈬　19：00～20：30
場　所：ピュアリティまきび（岡山市北区下石井 2丁目）
参加者：�岡田裕之、高木章乃夫、池田房雄、山﨑典子、難波志穂子、木村勝弘、小山道弘、犬山奈穂美、

笠原郁子

平成28年度
○平成28年度第 1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会および責任者向け研修会
日　時：平成28年 7 月15日㈮　10：00～12：00　協議会
　　　　　　　　　　　　　　13：00～16：30　医師・責任者向け研修会
会　場：国立国際医療研究センター国府台病院（千葉県市川市国府台1-7-1）
出席者：池田房雄、小山道弘

○岡山県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会
第 1回
日　時：平成28年 7 月13日㈬　19：00～20：30
場　所：ピュアリティまきび（岡山市北区下石井 2丁目）
参加者：�岡田裕之、高木章乃夫、池田房雄、山﨑典子、難波志穂子、木村勝弘、小山道弘、犬山奈穂美、

笠原郁子

就労支援に関わる会議等
平成25年度
○平成25年度厚生労働科学研究事業「肝炎患者の就労に関する総合支援モデル事業との連絡会」
日　時：平成25年11月11日㈪　12：50～17：00
場　所：東海大学校友会館（東京都千代田区霞ヶ関）
出席者：池田房雄、笠原郁子

平成26年度
○厚生労働科学研究費補助金　肝炎等克服政策研究事業
「職域におけるウイルス性肝炎患者に対する望ましい配慮及び地域を包括した就労支援の在り方に関する
研究」第一回班会議
日　程：平成26年 6 月 2 日㈪　12：50～17：30
場　所：アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区九段北）
出席者：池田房雄、小山道弘、笠原郁子
　　活動報告「肝臓病患者の就労状況調査」

○厚生労働科学研究費補助金　肝炎等克服政策研究事業
「職域におけるウイルス性肝炎患者に対する望ましい配慮及び地域を包括した就労支援の在り方に関する
研究」第二回班会議
日　時：平成26年11月10日㈪　12：50～17：00
場　所：アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区九段北）



69

活動紹介

出席者：池田房雄、小山道弘、笠原郁子
　　活動報告「地域肝炎対策サポーター研修会参加者の活動現状分析」

平成27年度
○厚生労働科学研究費補助金　肝炎等克服政策研究事業
「職域におけるウイルス性肝炎患者に対する望ましい配慮及び地域を包括した就労支援の在り方に関する
研究」平成27年度第一回班会議
日　程：平成27年 6 月11日㈭　12：40～17：00
場　所：主婦会館プラザエフ（東京都千代田区六番町）
出席者：池田房雄、小山道弘、笠原郁子
　　活動報告「岡山大学病院での多職種が連携した就労支援の取り組み」

○厚生労働科学研究費補助金　肝炎等克服政策研究事業
「職域におけるウイルス性肝炎患者に対する望ましい配慮及び地域を包括した就労支援の在り方に関する
研究」平成27年度第 2回班会議
日　程：平成27年11月 9 日㈪　12：50～17：00
場　所：スクワール麹町（東京都千代田区麹町）
出席者：池田房雄、小山道弘、笠原郁子
　　活動報告「�岡山大学病院での多職種が連携した就労支援の取り組み� �

～出張肝臓病教室の課題に対して行っていること～」

平成28年度
○厚生労働科学研究費補助金　肝炎等克服政策研究事業
「職域におけるウイルス性肝炎患者に対する望ましい配慮及び地域を包括した就労支援の在り方に関する
研究」平成28年度第一回班会議
日　程：平成28年 6 月 1 日㈬　11：00～16：00
場　所：主婦会館プラザエフ（東京都千代田区六番町）
出席者：池田房雄、小山道弘、笠原郁子
　　活動報告「岡山大学病院での多職種が連携した就労支援の取り組み　 2年間のまとめに向けて」
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論文・学会・その他

論文・学術集会　発表
平成26年度
○当院での肝炎ウイルス検査陽性患者に対する取り組み（会議録）
下村泰之（岡山大学病院消化器内科）
池田房雄、難波真太郎、關　博之、安中哲也、高木章乃夫、能祖一裕、岩﨑良章、山本和秀
肝臓（0451-4203）55巻�Suppl. 1 �PageA352（2014.04）

○肝臓病教室開催を目的とした患者ニーズ調査　経過年数の違いからわかること（会議録）
原　恵美（岡山大学病院看護部）
藤澤知代、草信洋子、山田隆子、笠原郁子、難波志穂子、下村泰之、池田房雄
日本慢性看護学会誌（1882-2061） 8 巻 1 号�PageA76（2014.05）

○肝臓病教室開催を目的とした患者ニーズ調査　入院患者と外来患者との比較（会議録）
迫間知子（岡山大学病院看護部）
三宅加代子、山田隆子、笠原郁子、難波志穂子、下村泰之、池田房雄
日本慢性看護学会誌（1882-2061） 8 巻 1 号�PageA76（2014.05）

○Ｃ型慢性肝炎に対するテラプレビル三剤併用療法を受ける患者の看護支援の有用性（会議録）
難波志穂子（岡山大学病院看護部）
大河知代、迫間知子、三宅加代子、人部　友、森田幸子、池田房雄
臨床薬理（0388-1601）45巻�Suppl.�PageS250（2014.11）

○Nursing�support�increases�the�efficacy�of�interferon�therapy�in�patients�with�chronic�hepatitis�C.
Namba�S,�Miyake�K,�Ikeda�F,�Hazama�T,�Hitobe�Y,�Yamasaki�N,�Shiraha�H,�Takaki�A,�Nouso�K,�� �
Iwasaki�Y,�Yamamoto�K.
Acta�Med�Okayama.�2014；68（5）：263- 8 .

平成27年度
○地域肝炎サポーター研修会参加者の現状分析（会議録）
難波志穂子（岡山大学病院新医療研究開発センター治験推進部）
池田房雄、笠原郁子、山﨑典子、小山道弘、吉田博之、山田隆子、山本和秀
肝臓（0451-4203）56巻�Suppl. 1 �PageA333（2015.04）

○�Ｃ型慢性肝炎に対するアスナプレビル・ダクラタスビル（第 3相治験）の臨床的特徴から看護支援の検討
（会議録）
難波志穂子（岡山大学病院新医療研究開発センター治験推進部）
池田房雄、人部　友、黒田　智、千堂年昭、白羽英則、高木章乃夫、山本和秀
肝臓（0451-4203）56巻�Suppl. 1 �PageA505（2015.04）
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○当県における就労者を対象とした出張肝臓病教室の開催（会議録）
下村泰之（岡山大学病院消化器内科）
池田房雄、和田　望、森元裕貴、安中哲也、難波志穂子、笠原郁子、草信洋子、坂本八千代、山本和秀
肝臓（0451-4203）56巻�Suppl. 1 �PageA588（2015.04）

○職域での肝臓病研修会の開催　肝機能異常の有無での受講者意識の比較（会議録）
笠原郁子（岡山大学病院肝炎相談センター）
難波志穂子、下村泰之、池田房雄
日本医療マネジメント学会雑誌（1881-2503）16巻�Suppl.�Page217（2015.06）

○�肝炎ウイルススクリーニング検査陽性患者に対する検査報告システムの構築による肝臓専門医受診率向上
への取り組み（原著論文）
下村泰之（岡山大学病院消化器内科）
池田房雄、能祖一裕、高木章乃夫、渡邊都貴子、岩月啓氏、草野展周、合地　明、山本和秀
肝臓（0451-4203）56巻 4 号�Page137-143（2015.04）

○�工夫していることは？　やってみよう！肝胆膵疾患の患者教室の運営　肝疾患サポートチームが行う肝臓
病教室出張肝臓病教室（解説）
難波志穂子（岡山大学病院新医療研究開発センター）
池田房雄、高木章乃夫、岡田裕之
消化器最新看護　20巻 6 号　Page84-90（2016.02）

○電子カルテによる肝炎受診勧奨システムによる肝炎患者発見の試みと問題点（会議録）
藤井洋輔（岡山大学大学院小児急性疾患学講座）
池田房雄、山﨑典子、犬山奈穂美、笠原郁子、下村泰之、高木章乃夫、合地　明、池田政憲、塚原宏一
日本小児科学会雑誌（0001-6543）120巻 2 号�Page356（2016.02）

平成28年度（Ｈ28年 9 月現在まで）
○Ｃ型慢性肝炎患者の抗ウイルス治療導入におけるソーシャルワーカーの役割（会議録）
笠原郁子（岡山大学病院医事課）
難波志穂子、池田房雄
日本医療マネジメント学会雑誌（1881-2503）17巻�Suppl.�Page246（2016.04）

○大型商業施設での肝炎検診の有用性（会議録）
難波志穂子（岡山大学病院新医療研究開発センター）
池田房雄、下村泰之、桑木健志、中村進一郎、高木章乃夫、岡田裕之
肝臓（0451-4203）57巻�Suppl. 1 �PageA427（2016.04）
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各種研修会　講師発表
岡山県肝炎医療従業者研修会
平成25年度
○第12回　平成25年 9 月29日㈰
「平成25年度肝炎治療ガイドラインの改訂にともなう肝炎医療費助成申請のための診断書作成の注意点」
　　消化器内科　池田房雄

○第13回　平成26年 3 月23日㈰
「岡山大学病院におけるウイルス検査での院内連携の取り組み」　　消化器内科　下村泰之

平成26年度
○第14回　平成26年 9 月21日㈰
「Ｃ型肝炎ウイルスのディープシークエンス」　　消化器内科　和田　望

○第15回　平成27年 3 月 8 日㈰
「肝細胞癌の画像診断と治療」　　消化器内科　大西秀樹

平成27年度
○第16回　平成27年 9 月27日㈰
「ソフォスブビル・レディパスビルによるHCV治療」　　消化器内科　池田房雄

○第17回　平成28年 3 月 6 日㈰
「Ｂ型肝炎の診断と治療」　　　　消化器内科　安中哲也

平成28年度
○第18回　平成28年10月16日㈰
「慢性脂肪疾患の診断と治療」　　消化器内科　高木章乃夫
「肝疾患の栄養療法」　　　　　　臨床栄養部　長谷川祐子

地域肝炎対策サポーター研修会
○平成27年10月18日㈰
「肝炎ウイルス検査受検勧奨の具体的取り組みについて」　　新医療研究開発センター　難波志穂子

○平成28年 2 月20日㈯
「肝炎ウイルス検査受検勧奨の具体的取り組み　～チーム医療を基盤板とした出張肝臓病教室～」
　　新医療研究開発センター　難波志穂子

平成27年度肝炎・免疫研究センター　看護師向け研修会
○平成27年12月 4 日㈮～ 5日㈯
「肝疾患相談における看護師の新しい役割　拠点病院活動地域へ 輪 を広げよう！」
　　新医療研究開発センター　難波志穂子
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肝臓病教室の準備のため
山口大学病院の　
肝臓病教室にも　
見学に行かせて　
いただきました。

初期の集合写真。
各部署から有志で
集まりました！

記念すべき第１回目の
肝臓病教室。

小さなお部屋に大勢の方が
来てくださって、
ギュウギュウでした。
反省点もいっぱいの、
最初の１歩です。

事前にみんなで、
スライドを見て、
改良を重ねました。

明るい受付です♩

思い
出写
真集
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肝臓病教室は
いろんな科や部署の

先生方に
講師をしていただいて、
現在、第10回目まで
開催されています。
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院内に
「出張」した

出張肝臓病教室も
ありました。

最初の出張肝臓病教室は
岡山大学の本学で。
最初は少人数でした。

様々な場所に出向いて
たくさんの講師の先生と
開催してきました。

別の会場に同時中継。
いろいろな会場が
ありました。

津山での出張肝臓病教室。
商工会議所の集まりに
お邪魔しました。

懇親会でたくさんの方とお話し
させていただきました。

出張肝臓病教室の思い出
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テレビ局では
アナウンサーの方
ともお話させて
もらいました。

発表を
みんなで
見守ります。

2015年10月
から、その場
での採血も
開始しました。

質問にも
丁寧に

お答えしました！

ピロリ菌の
お話しをした
回もありました。

小学校でも開催！
薬剤師の先生は

その学校の卒業生でした！

県北の警察署から
県南の漁業組合まで、
どこでも行きます！
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初めての大きな
イベントとなった
イオンモールでの
無料肝炎検査。
みんなで
一つ一つ
手作りで

準備しました。

他施設の方や、
ボランティアの方、
院内の多くの部署の方の
力で開催できました。

イオン無料採血イベント
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恒例となった
駅前での

ティッシュ配り。
前回より上手に
なりました(笑)

未来ホールを
お借りして
糖尿病チームと
のコラボが
実現しました。

肝炎検査、
講演、
血糖測定、
健康相談と
盛りだくさん！

講演用の
ビデオ撮影にも
行きました！

岡大健康フェスタ
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頑張るぞー！
オー！

ファジ丸も
きてくれました。
カッコイイ！

香川県立
中央病院との
コラボが成立。
どんどん
人の輪が

広がっています。

雨の中たくさんのボランティアの
方々に参加していただき、
多くの方に来場して
いただけました！

直島健康まつり＆
ファジアーノ岡山県民デー
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いろいろな学会で
活動報告をしてきました。

雑誌にも載せて
いただきました。

チームの活動を
学会や雑誌に報告しました。

震災前の熊本城にも
お邪魔しています。

前相談センター長
山本先生の最終講義。

肝疾患サポートチームからも
参加させていただきました。
ありがとうございました。
お疲れ様でした♥

学術活動

注目
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チームの活動が
認められて、

病院長賞（櫂の木賞）
をいただきました！

最新の集合写真です。
新しいメンバーも加わり、
ますますパワーアップして

頑張ります！

かい
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メンバー紹介（自己紹介）

岡田裕之　消化器内科　　教授　医師
昭和59年　岡山大学卒業です。
専門は消化管（胃腸）ですが、消化器内科長として肝疾患サポートにも携わっています。ピロリ菌
診療に関わっていますが、除菌によりピロリ菌は撲滅され、胃癌が激減する時代がやってこようと
しています。Ｃ型肝炎もDAAが登場してウイルスがほぼ完全に消える時代になりました。ひいて
は肝癌の激減に繋がることを目指して地道に取り組んでいきましょう。

岩﨑良章　保健管理センター　　教授　医師
平成11年より岡山大学に勤務しています。平成11年より岡山大学に勤務しています。岡山大学病院
の肝疾患診療連携拠点病院認定の頃よりかかわって来ました。肝炎を中心に診療しています。

能祖一裕　消化器内科　　消化器内科診療講師　医師
昭和61年岡山大学卒業です。肝疾患全般を診ておりますが、専門は肝細胞癌です。岡山市立市民病
院を中心に、せのお病院、児島市民病院でも診療を行っています。最新治療の開発など、様々な臨
床研究を手掛けています。

高木章乃夫　消化器内科　　准教授　肝炎相談センター/センター長　医師
平成 2年に岡山大学を卒業後、一般病院勤務を経て平成14年より岡山大学病院に勤務しております。
肝炎相談センター長を拝命し、 2年が経過いたしました。肝硬変に対して肝移植を行う際の肝胆膵
外科への橋渡しや肝炎全般の診療に携わっています。今後は、ウイルス性肝疾患から生活習慣病関
連肝疾患へと変わる疾病構造の変化に着目し、患者支援サービスの体制を構築していきたいと考え
ています。趣味は、山歩きです。

白羽英則　消化器内科　　講師　医師
平成 4 年岡山大学卒業です。肝臓癌のRFA、超音波検査及び肝疾患全般を対象とした外来を主に
担当しています。肝臓癌をはじめとした消化器癌の克服を目指した、基礎研究、臨床研究を行って
います。本年度より肝臓癌、膵癌を対象とした新規遺伝子治療薬の医師主導治験を始めます。

中村進一郎　消化器内科　　助教　超音波診断センター/副センター長　医師
平成 5年岡山大学卒業です。超音波検査を主体に、肝腫瘍の診断と肝癌のラジオ波焼灼療法を担当
しています。肝癌の予後解析などを研究のテーマにしておます。プライベートでは最近ランニング
にはまりつつあります。

池田房雄　消化器内科　　助教　医師
平成 7 年�岡山大学卒業です。肝炎診療を主に担当しています。ウイルス性肝炎でのウイルス排除
免疫機構をテーマに研究しています。肝疾患診療連携拠点病院としての肝炎啓発活動にも全般的に
取り組んでいます。自宅では、金魚の飼育/治療担当です。

大西秀樹　消化器内科　　助教　医師
平成 9年岡山大学卒業です。肝臓癌のRFA、TACE、超音波検査を主に担当しています。

（2016. 9 .30�現在）
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桑木健志　消化器内科　　新医療研究開発センター　助教　医師
平成12年岡山大学医学部卒業。肝がんの診療、超音波検査を担当しています。また岡山大学で行わ
れる臨床研究の倫理審査、試験デザインや統計解析の相談、臨床研究のモニタリングの支援業務等
も行っています。外勤先の和気町の北川病院では平成27年10月に病院のイベントにて肝臓病教室を
開催し、大盛況でした。

安中哲也　消化器内科　　助教　医師
岡山大学病院には、平成17年から勤務しています。診療業務は肝炎診療と腹腔鏡検査を担当してい
ます。肝疾患サポートチームの活動では、肝臓病教室と家族支援講座を担当しています。趣味は旅
行、写真撮影、バドミントンです。

安中　幸　消化器内科　　医師
平成17年兵庫医科大学卒業です。岡山大学病院には、平成27年 6 月から勤務しています。よろしく
お願いします。

竹内康人　消化器内科　　医師
平成17年岡山大学卒業。大学では肝臓癌の治療を中心に診療を行っています。もちろん肝臓専門医
として肝炎の診断・治療も行っており、また内科医として肝疾患を中心として、広く診療を行って
いくことも目指しています。

和田　望　消化器内科　　医師
平成19年広島大学卒業です。肝臓癌から肝炎まで肝臓疾患の分野を幅広く診療しています。研究テ
ーマは非アルコール性脂肪性肝炎の血清マーカーについてです。趣味はカメラで夏休みを利用して
大自然の写真を撮りに行っています。少しでも患者さんの役に立てるよう頑張ります。

下村泰之　消化器内科　　医師
平成20年岡山大学卒業です。専門は糖尿病、肝臓病で、それらを中心に消化器病の診療や内視鏡検
査なども行っております。肝疾患サポートチームには初期から参加させていただき、肝臓病教室や
出張肝臓病教室の講演・手伝いなどを中心に様々な企画に関わらせていただいております。今後、
多くの分野で「チーム医療」が大切となると考えられますが、部署の垣根を超えて集まった「肝疾
患サポートチーム」の活動を通して、多くのことを学ばせていただいております。今度ともよろし
くお願いいたします。

足立卓哉　消化器内科　　医師
平成21年筑波大学卒業、岡山済生会総合病院で 5年働き、現在岡山大学病院に勤務中です。肝臓病
は慢性疾患の側面もあり、定期的な診療が重要です。それゆえ、患者さんとのコミュニケーション
を大切にする事を心がけています。趣味はマラソンで、体力には自信あります。今後も診療やサポ
ート活動にしっかりと携わりたいです。

大山淳史　消化器内科　　医師
岡山大学病院に平成25年から勤務しています。広く肝炎診療・肝癌治療および新規肝細胞がん治療
薬の研究を現在大学院にて行っています。今年度より肝疾患サポートチームの活動に参加すること
になりました。よろしくお願い申し上げます。
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藤井洋輔　小児急性疾患学講座　　助教　医師
平成17年岡山大学卒業です。小児科で消化器肝臓疾患を主に担当しています。主にＢ型肝炎ワクチ
ンによる予防や、小児のＢ型・Ｃ型肝炎の治療を専門に行なっております。肝疾患サポートチーム
の活動では、小児に関連のある分野での出張肝臓病教室や院内肝臓病教室での講演を担当させてい
ただいております。

喜多雅英　岡山市立市民病院　　消化器疾患センター　医師
肝疾患サポートチームの一員として、これまで出張肝臓病教室に何度か参加しました。新しい場所
で講演するのはとても緊張しますが、サポートチームの一員として、色々な人からアドバイスをも
らえるのは貴重な機会だと思いながら担当させてもらっています。

山田隆子　保健学研究科　　助教　看護師
岡山大学大学院保健学研究科の山田隆子と申します。医学部保健学科看護学専攻の看護教員をして
おります。肝疾患を患う患者さんを対象に、治療を日常生活に組み込んでいただくための支援につ
いて研究をしております。患者さんと共に療養生活を考えることを始めて、もう10年以上経ちます
が、患者さんから学ぶことが多く、今後もこのような活動を続けていきたいと考えております。

矢野香苗　看護部　　 6階西病棟　　師長　看護師
平成26年 4 月から西病棟 6階（消化器内科）病棟の看護師長として勤務しております。入院在院日
数が約10日で、急患の多い消化器内科のベッドコントロールを西病棟 5階の師長さんの協力を得な
がら行っています。肝炎の治療方法も代わり、患者さんの層も変わりつつあるのかなと思うこの頃
です。処置が多く、搬送も忙しい部署ですが、ペアで看護にあたり、安全、安楽な看護に努めてお
ります。

秋山千絵　看護部　 6階東病棟　　師長　看護師　
私は、平成 3年から看護師として岡山大学病院に勤務しています。平成23年に東病棟 6階消化管外
科・肝胆膵外科の師長として異動しました。肝臓切除や肝移植などの術後の患者様が、少しでも早
く元気になるように日々頑張っています。肝臓病教室では、術後の看護などを担当しました。

貞本明子　看護部　 5階西病棟　　師長　看護師　
本年度より、西病棟 5階で師長として勤務させていただいております。まだまだ、余裕がなく、お
手伝いも十分にできない状態ではありますが、少しずつ勉強させていただきながら、皆様と一緒に
地域のために活動に参加させていただければと思っています。
今後ともよろしくお願いいたします。

関野浩江　看護部　外来　　師長　看護師
平成28年 4 月より師長として外来で勤務しています。最近では、直接患者さんの看護に携わること
が少なくなっています。最新の肝炎治療に対して関心を持ち拠点病院としてのイベントに参加して
みたいと思っています。

山下美穂　看護部　 6階西病棟　　看護師
平成25年より消化器内科病棟で勤務しています。たくさんの肝疾患患者さんに、安心、安全、安楽
な看護が提供できるよう心がけています。今後も拠点病院活動に積極的に参加していきたいと思い
ます。
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二宮美咲　看護部　 6階西病棟　　看護師
平成25年度より岡山大学病院の消化器内科病棟で勤務しております。肝疾患サポートチームでは、
イベントや出張肝臓病教室、院内肝臓病教室等に参加してきました。毎回様々な学びや良い経験を
させていただいているので、この経験を病棟の看護にも生かせられるような努力をしていきたいと
思っています。

森光友佳　看護部　外来　　看護師
消化器病棟から外来に異動になり早 3年が経ち、その間、Ｃ型肝炎治療はIFNから経口薬治療へと
目まぐるしい変遷を遂げました。それに伴い肝炎治療における外来看護の在り方もその都度ニーズ
に応じて変化をしていかねばならないと思っています。今後も患者様が安心して治療を受けられる
支援体制を構築していきます。

晴田佑介　薬剤部　　薬剤師
過去に 1年半ほど、消化器内科の病棟で勤務した薬剤師です。 3剤併用療法の頃からの関わりです
が、薬剤のめまぐるしい進歩について行くのがやっとです。�出張肝臓病教室にも数回参加しました。
一般の方にも、少しでも肝炎について興味を持ってもらえたらと思っています。

槇田崇志　薬剤部　　薬剤師
肝炎診療に携わる様になり 5年になりました。肝疾患サポートチームの活動では、肝炎治療を開始
する際にお薬の説明を行ったり、肝臓病教室で講演したりしています。めまぐるしく治療薬も変わ
っていますので、日々勉強して患者様に安全な医療を提供し、皆様に正しい知識を持っていただけ
るよう活動してきたいと思います。

佐藤晶子　薬剤部　　薬剤師
肝炎診療に携わる様になり 2年になりました。肝疾患サポートチームの一員として、これまで出張
肝臓病教室に何度か参加しました。これからも様々なイベントに参加し、患者さんに安心して治療
を受けてもらえるように情報提供をしたいと思っています。

長谷川祐子　臨床栄養部　　管理栄養士
肝疾患サポートチームに係わらせていただきましてから 2年が経とうとしています。これまで拠点
病院活動のイベントや出張肝臓病教室、院内肝臓病教室に参加させていただきました。今後もパワ
フルなスタッフとともに患者さんや地域の皆様に肝疾患治療の情報提供をしたいと思います。

林本加奈枝　臨床栄養部　　管理栄養士
臨床栄養部で主に栄養指導を担当しています。肝臓病教室で貴重な経験をさせて頂きました、これ
からの指導業務でお返しして行きたいと思っています。最近「ティランジアキセログラフィカ」そ
の不思議な姿に癒やされてます。

野口絢子　臨床栄養部　　管理栄養士
肝疾患の患者さんには栄養相談や病棟訪問で主に関わっています。患者さんの気持ちを大切に食の
サポートに努めています。拠点病院活動のイベントに興味があります。最近フルマラソンにチャレ
ンジしました。

坂本八千代　臨床栄養部　　管理栄養士
肝疾患サポートチームの一員として、これまで肝臓教室、出張肝炎教室に何度か参加し、食事や栄
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養について講演しました。日頃の生活と食事に少しでも参考にしていただければと思っています。

大久保進之介　検査部　　臨床検査技師
検査部の生化学検査室に所属しています。肝疾患サポートチームに参加させていただくようになり
2年目となりました。出張肝臓病教室で講演や採血を担当したり、イベントに参加させていただく
中でサポートチームの活動からとても刺激を受けています。検査の分野からも貢献できるようにさ
らに努力をしていきたいと思います。

岩井賢司　リハビリテーション部　　理学療法士
岡山大学病院には2009年より勤務しています。院内外で多くのことを経験させていただいています
が、今後さらに多職種の方々としっかり連携してよりよい治療を患者さんに行っていければと思っ
ています。理学療法の必要性を多くの方に知っていただきお役に立てるように頑張ります。

三浦瑠美　歯科衛生士室　　歯科衛生士
肝疾患サポートチームに平成27年度から歯科衛生士も関わるようになりました。口腔と肝疾患の関
係につて多くの方々に知ってもらいたいとな。と思っております。歯磨きも一緒に学んでいきまし
ょう。よろしくお願いいたします。

蟻正桂子　歯科衛生士室　　歯科衛生士
肝疾患サポートチームの一員として参加させて頂いている歯科衛生士です。肝疾患予防や進行抑制
の一助になるような情報を歯科の面から出張肝臓病教室を通して提供させて頂いています。他職種
と協同しながら活動することは貴重な機会と感じています。

大森裕子　歯科衛生士室　　歯科衛生士
岡山大学病院医療技術部歯科衛生士室に平成19年より所属しており、現在は予防歯科外来で勤務し
ております。肝炎サポートチームでは、口腔ケアと肝臓病について講演しました。これからも口腔
ケアの大切さと肝臓病の予防について伝えていけたらと思います。

細羽章子　看護部　新医療研究開発センター治験推進部　　看護師/臨床研究コーディネーター
消化器内科病棟の経験を経て、現在は治験推進部で肝炎/肝癌の治験を支援しています。治験特有
の煩雑な業務は、ときに大変だと感じますが、治癒した患者さんの声を耳にすることも多く、嬉し
く思っています。

難波志穂子　新医療研究開発センター　　助教　看護師/臨床研究コーディネーター
2009年から臨床研究コーディネーター（CRC）として、肝炎/肝癌治験に携わっています。新薬の
製造販売承認のため貢献できる治験の仕事にやりがいを感じています。肝炎の治療ガイドラインが
改訂され、よりよい治療が患者さんに届くことが嬉しいです。また、肝疾患診療連携拠点病院とし
て、企画の立案、実施、評価する全ての過程に関われることに面白さを感じています。

犬山奈穂美　肝炎相談センター　　事務員
岡山大学病院には、平成26年から勤務しています。業務としては、主に拠点病院事業における活動
等の事務手続き、助成制度の制度説明、更新用の診断書依頼受付、受診勧奨対象者の確認依頼、発
送後の相談をしています。この業務に携わるようになり、肝炎について多くの知識を得られたので
今後の業務にも活用していけたらと思います。
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笠原郁子　肝炎相談センター　　メディカルソーシャルワーカー
平成25年から、岡山大学病院に勤務しています。肝炎医療費助成に関する他法との関わりや他法の
各制度の説明、生活相談（就労、日常生活など）に対応させて頂いております。日頃から患者さん
の言葉に、心の目をむけ真のニーズに気がつけるように心がけています。

山﨑典子　肝炎相談センター　　看護師
平成26年に肝炎相談センターにパートとして再就職しました。退職していた間に院内肝臓病教室や
受診勧奨システムが始まっていて、出張肝臓病教室、無料肝炎検査イベントなど、肝疾患サポート
チームとしての活動がどんどん広がり、昨年のイオンのイベントでは、「Love肝臓」を歌ったり楽
しい体験が出来ました。新しいＣ型肝炎の治療薬が開発されるなかで、相談業務も増えました。短
時間勤務でご迷惑をおかけすることも多いのですが皆様に助けられながら充実した毎日を過ごさせ
ていただいています。

小山道弘　肝炎相談センター　　医事課
医事課地域支援担当に配属され、肝疾患診療連携拠点病院の活動の事務的な面からのサポートをし
ています。医師、看護師をはじめ様々な職種の方からの刺激を受けながら過ごしていましたら今年
で 3年目になりました。拠点病院に求められられる役割も変化しており、対応は大変ですが、貴重
な経験と思い業務をこなしている毎日です。

過去の肝疾患サポートチームメンバー
2013年� 看護部　外来　副師長/看護師� 高本　尚子
� 看護部　外来　看護師� 迫間　知子
� 薬剤部　治験推進部　主任/薬剤師� 黒田　　智
� 医事課　事務員� 小林　茂男

2014年� 消化器内科　　教授/医師� 山本　和秀
� 看護部　外来　看護師� 三宅加代子
� 看護部　病棟　副師長/看護師� 草信　洋子
� 看護部　病棟　看護師� 加賀宇悠里
� 看護部　病棟　看護師� 原　　恵美
� 看護部　病棟　看護師� 藤澤　知代
� 薬剤部　治験推進部　薬剤師� 林　桂一郎
� 医事課　事務員� 笠原　沙希

2015年� 看護部　外来　看護師� 小銭　知代
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お役立ちツール
　拠点病院活動は肝疾患サポートチームで知恵を絞り試行錯誤を繰り返し行ってきました。
　どうすれば簡便にできるのか、何を確認しなければならないのかなどの留意点が各々の活動ごとに
分かってくる中で、他施設でも役立てられるツールになったらいいなと考えました。
　お役立ちツールは、将来的に当院のホームページにも掲載する予定です。
　ご参考になれば幸いです。

になっ
ているかの確認
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時期 担当者

講師 ◇ 年度初め

◇ 年度初め

◇ 年度初め1年分

◇ 開催1ヶ月前

◇ 開催1ヶ月前

講師 ◇ 開催3ヶ月前

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

全員

◇

◇

会場 ◇ 開催直前

広報 ◇ 開催直前

◇

◇

◇

後 片付け ◇ 開催後

◇

◇

◇

◇

開
催
前

カメラ

会場設営

パソコン、クリッカー、ポインター、接続用ケーブル

会場準備

マイク

シールや自由持ち帰りパンフレットなどを並べる

パーテーション用ハンドル、顕微鏡用カーテン

司会／進行、講演者用マイク

記録

施設
関係

Ｐ
Ｃ
関
係

広
報

参加者カード

準
備
物

　

缶バッジ 台座に原稿をいれ、作成

配
布
物

ＰＣ／プロジェクタ関係

２台のプロジェクターを繋いで上映可能にセッティング

講演用のファイルの確認

クリッカー操作の確認（含：各端末の感知状況）

資料や参加者調査用紙をあらかじめ配布

直前に、院内放送で来院者に開催アナウンス

参加者カード

調査用紙

配布資料

パーテーション設置、イス、机を整える

開催当日

◇
当
日

参加者ひとりひとりに確実に渡す。
また、クリッカー端末、調査用紙は確実に回収

配布物関係
シールと台紙、参加者カード、調査用紙、配布資料、ボールペン、アンケート回
収ＢＯＸ

◇

◇
イス、机を参加者の動線に配慮しながら設置

ＰＣ作動確認

Ｐ
Ｃ
確
認

会
場
準
備

プロジェククター接続

受付けコーナー設置

配布物

院内放送

会場の現状復帰

パーテーションを撤去し広い部屋にする

会
場
持
ち
込
み

◇

確認も含めて再依頼 具体的な講演内容についてすりあわせ

製薬会社などのパンフの確認とテキストの確認

ホームページ管理→ご案内とポスターをＵＰ

院内広報
サイネージ掲載【電子掲示板】（システム係に依頼）

台紙とシール

スライド合わせ

講演内容を反映させたクイズを組み込む

当センターHPに掲載

院内の掲示板

クリッカーインストールＰＣ貸出し予約

ＰＣに挿入 あらかじめ講義順にしたスライドのファイルを挿入

クリッカー質問挿入

講演順に一冊にしたものを印刷

参加者カードを印刷

台紙とシール印刷　シール切り取り

テーマ/他講師との整合性確認

印
刷

開催直前

開催直前

開催直前

院内　肝臓病教室/家族支援講座 　準備確認表

開催1週間前

開催1ヶ月前

開催1週間前

会場予約

クリッカー予約

ポスター作成

講師依頼（日程調整）

　　内　容　/　留　意　点内　　容

開催ごとのテーマに従って依頼診療科/部署を検討

入院棟６階西病棟・東病棟のカンファレンスルーム

医療教育統合開発センターに使用申込

ポスター作成後、掲示許可を得る

矢印表示で会場まで誘導するものを院内に掲示会場までの道案内

当日用配布資料

参加者調査用紙

医局ＰＣ予約

自由持帰りパンフ

不足が無いように多めに印刷
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時期 担当者

交渉 ◇

◇

◇ 開催3ヶ月前

◇ 開催1週間前

物品発注 ◇ 開催1ヶ月前

クッリカー ◇ クリッカー予約 開催1ヶ月前

移動 ◇ 開催3ヶ月前

広報 ◇ 開催1週間前

◇

◇

◇

直前連絡 ◇ 開催2週間前

◇

◇

◇

◇

◇

会場 ◇

◇

◇

片付け ◇

写真 ◇

検体処理 ◇ 開催当日

結果郵送 ◇ 開催3週間後

◇

◇

◇

◇

◇

◇

ス
ラ
イ
ド

◇ 各職種ごとに
サポートチーム間で内容の調整を行い、講演者による内容のバラツキを防ぎ、
同一職種で共有可能な「ひな形」を作っておく

年度初め

院外　肝臓病教室　準備確認表

内　　容 　　内　容　/　留　意　点

開
催
前

日程調整 希望する講演内容、場所、参加者人数を確認、開催候補日選定
開催3ヶ月前

調整

採血依頼 開催場所、採血人数によって肝炎一次専門医療機関もしくは院内職員に依頼

講師依頼 講演内容の希望に応じ院内調整（職種ごとに依頼）

役割分担表 肝炎検査を実施する際の役割担当表を作成

採血物品発注 肝炎検査に必要な衛生材料を参加者人数に合わせ発注

医療教育統合開発センターに使用申込（クリッカーＰＣ・端末）

公用車の予約 開催日時にあわせ公用車の予約申込

ホームページ ホームページ管理→開催日程表をUP

◇ 講師依頼時（医師） 組み合わせ職種を伝え、必要に応じてスライドの微調整依頼 開催1ヶ月前

印刷

当日用配布資料 講演順に一冊にしたものを印刷する

PC
関係

スライド合わせ 他講師との整合性確認

開催1週間前ＰＣに挿入 あらかじめ講義順にしたスライドのファイルを挿入

ＵＳＢに保存 万が一のために別媒体にファイルを保存・別々に搬送

開催3日前
参加者調査用紙 不足が無いように多めに印刷

岡山県内の専門医情報 肝炎一次専門医療機関の一覧表（Ａ4版）

クリップ止め 配布するものを一人分ずつクリップ止め

事務連絡 参加スタッフ全員に集合時間・場所・役割分担表等をメールで連絡

開
催
後

物品、環境整備 忘れ物がないか、血液付着がないかの確認
開催当日

カメラ 可能なら終了後、訪問先スタッフと写真撮影

当
日

Ｐ
Ｃ
関
係

プロジェクター接続 スクリーン（白壁）の状況確認・ピントあわせ

開催当日

◇ ＰＣ作動確認
講演用のファイルの確認

クリッカー操作の確認（含：各端末の感知状況）

配布物 資料とクリップ止めしたものををあらかじめ配布

配布
関係

調査用紙 参加ひとりひとりに確実に渡す。
また、クリッカー端末、調査用紙は確実に回収配布資料

準
備
物

会
場
持
ち
込
み

◇ 配布物関係 講演資料、同意書/調査用紙/肝炎ウイルス検査問診票

帰
院
後

検査部配達 院内で検体処理をする場合は速やかに検査部に配達

結果郵送 肝炎ウイルス検査結果を受領し、結果を郵送/陽性者には個別連絡

開催直前 　

採血用物品 採血に必要な物品

ＰＣ／プロジェクタ関係パソコン、クリッカー、ポインター、接続用ケーブル

延長コード 2本＝ＰＣとプロジェクター用として

テキスト 当院オリジナルの「出張肝臓病テキスト」

ＵＳＢメモリー 肝炎ＰＣとは別にして搬入

記録 カメラ
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行
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確認日 確認日 確認日 確認日 確認日 確認日 確認日

/　/ /　/ /　/ /　/ /　/ /　/ /　/

1 防水シーツ □ □ □ □ □ □ □

2 針捨てＢＯＸ □ □ □ □ □ □ □

3 膿　盆 □ □ □ □ □ □ □

4 サージカルテープ □ □ □ □ □ □ □

5 採血・分注ホルダー □ □ □ □ □ □ □

6 採血ホルダー □ □ □ □ □ □ □

7 注射筒　シリンジ □ □ □ □ □ □ □

8 注射針 □ □ □ □ □ □ □

9 翼状針 □ □ □ □ □ □ □

10 スピッツ □ □ □ □ □ □ □

11 ミリオンエイド　ショットパッチＳ □ □ □ □ □ □ □

12 インジェクションパッドマイルド □ □ □ □ □ □ □

13 アルコール綿 □ □ □ □ □ □ □

14 プラスチックエプロン □ □ □ □ □ □ □

15 検査検診用手袋 □ □ □ □ □ □ □

16 消毒クロス □ □ □ □ □ □ □

17 駆血帯 □ □ □ □ □ □ □

18 肘　枕 □ □ □ □ □ □ □

19 血圧計 □ □ □ □ □ □ □

20 聴診器 □ □ □ □ □ □ □

21 白　衣 □ □ □ □ □ □ □

22
ナイロン袋・ゴミ箱
（医療廃棄物用）

□ □ □ □ □ □ □

23 テープ・黒/赤マジック □ □ □ □ □ □ □

24 スピッツ立て □ □ □ □ □ □ □

25 発泡スチロールＢＯＸ □ □ □ □ □ □ □

26 保冷剤 □ □ □ □ □ □ □

医　療　材　料　一　覧　　　　確　認　表　　　　注）　複数人で確認をお願いします　　　　　　　　肝炎相談センター

確　認　者　記　入　欄

絆
創
膏

保
存
用

採
　
血
　
用
　
品

単
回
使
用
品

採
血
用
備
品

採
　
血
　
用
　
備
　
品
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参加者役割と役割ごとの手順、参加者に対してスタッフが説明をする場合には説明内容と手順
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あ と が き

　多くの関係者皆様のご協力のおかげで「肝疾患サポートチームの活動報告～ 3年間の歩み～」を発

刊することができました。ありがとうございました。

　この活動報告は、岡山大学病院の岡山県肝疾患診療連携拠点病院としての取組を活動報告としてま

とめ形として残すだけでなく、皆様に拠点病院の活動内容をより知っていただき、肝炎対策の発展に

少しでも寄与したいという思いで発刊させていただきました。

　現在、拠点病院の役割も患者さん向け相談事業や専門医療機関向けの肝炎医療従事者研修事業のみ

ならず、専門医療機関との地域連携体制の強化、肝炎患者に対する支援体制の強化、行政機関等関係

団体と連携した肝炎検査及び受診促進の普及啓発活動や情報発信・技術支援などの機能強化が求めら

れております。

　肝疾患サポートチームを中心に、これからもニーズに応じた様々な取り組みをおこなっていく予定

ですので、関係者の皆様には、今後ともご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

　2016年10月吉日

� 岡山県肝疾患診療連携拠点病院

� 岡山大学病院

� 小山道弘　難波志穂子（編集担当）



肝疾患サポートチームの活動報告
〜 3年間の歩み〜

拠点病院活動としての取組

平成28年10月25日　印刷
平成28年10月28日　発行

岡山大学病院
岡山県肝疾患診療連携拠点病院

〒700-8558
岡山県岡山市北区鹿田町 2丁目 5番 1号
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